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山本 洋子（やまもと ようこ）
鳥取県境港市「ゲゲゲの妖怪の町」生まれ。（株）オレンジページで雑誌編集長として、玄米雑穀、発酵調味料、米の酒
など日本古来の食の良さを紹介。独立後、地方に埋もれた「日本の食のお宝！応援」をライフワークに、講演活動や酒
と食文化のジャーナリストとして全国へ。モットーは「１日１合純米酒！」。週刊ダイヤモンドで「新日本酒紀行 地域
を醸すもの」を 9 年間連載し、365 蔵を紹介。
著書『厳選日本酒手帖』『ゼロから分かる ! 図解日本酒入門』（世界文化社）など。
2024 年に、境港で自然派のワインと紅茶のカフェ「BORDER」を開店。

日
本
酒
と
食
の 

ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト

山
本 

洋
子

02	 古代DNAが語る「人類の起源」と「日本人のルーツ」
	 国立科学博物館 館長 篠田 謙一 氏

特 集

新総代に聞く
14 	 学校法人桜丘学園
	 理事長 満田 康一 氏

地
域
経
済
を
支
え
る
柱
の
ひ
と
つ
が
食

文
化
で
す
。
中
で
も
愛
知
県
は
、
八
丁
味

噌
な
ど
の
豆
味
噌
や
た
ま
り
し
ょ
う
ゆ
、

酒
、
味
醂
、
酢
な
ど
多
彩
な
発
酵
食
品
を

生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
1
3
0
0
年
前
、

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
東

征
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
熱
田
の
酒
が
捧

げ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統

の
深
さ
を
物
語
り
ま
す
。
醸
造
半
島
と
も

呼
ば
れ
る
知
多
半
島
を
は
じ
め
、
発
酵
が

地
域
の
基
盤
産
業
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

高
温
多
湿
な
気
候
か
ら
育
っ
た
豆
味
噌

は
、う
ま
味
成
分
が
豊
富
で
塩
分
控
え
め
。

他
地
域
に
な
い
独
特
の
味
わ
い
は
、
味
噌

煮
込
み
や
味
噌
お
で
ん
と
い
っ
た
名
物
料

理
を
生
み
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
豆
味
噌
を
由
来
と
す
る
た
ま
り

し
ょ
う
ゆ
は
、
濃
厚
な
コ
ク
と
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
と
い
う
特
性
か
ら
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
を
追
い
風
に
海
外
市
場
で
の
需
要

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

愛
知
は
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
革

新
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
半

田
の
中
野
又
左
衛
門
が
広
め
た
酒
粕
由
来

の
酒
粕
酢
（
赤
酢
）
は
、
江
戸
の
寿
司
文

化
を
大
衆
化
。
ま
た
、
明
治
期
に
は
常
滑

の
「
豊
醸
組
」
が
速
醸
酒
母
を
確
立
し
、

現
代
の
日
本
酒
醸
造
の
9
割
以
上
を
支
え

る
技
術
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

事
例
は
、
地
域
産
業
が
伝
統
と
革
新
を
両

輪
に
進
化
し
て
き
た
好
例
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

発
酵
食
品
の
多
様
性
と
ス
ト
ー
リ
ー
性

は
、
企
業
が
海
外
展
開
を
図
る
う
え
で
強

力
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
要
素
と
な
り
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。

2
0
2
5
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
発

酵
ツ
ー
リ
ズ
ム
東
海
」
に
は
12
万
人
が

来
場
し
、
発
酵
文
化
が
観
光
と
地
域
経

済
に
大
き
な
付
加
価
値
を
生
む
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。

愛
知
の
発
酵
文
化
は
、
歴
史
・
産
業
・

暮
ら
し
を
結
び
つ
け
る
地
域
資
産
で
す
。

経
営
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
海
外
市

場
へ
の
進
出
や
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
考
え
る

う
え
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。

足
元
の
食
文
化
を
見
直
す
こ
と
が
、
未
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
拓
く
鍵
と
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

この人に聞く
26 	 ワシントンから見た国際政治
	 国際政治アナリスト 伊藤 貫 氏

千
年
続
く「
う
ま
味
」の
源
流

愛
知
が
誇
る
発
酵
文
化
と

地
域
経
済
の
未
来
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約2万年前に人類は
「ベーリング陸橋」を越えて
新大陸に進出した

ポリネシアへ、人類最後の
初期拡散

南北アメリカ大陸への進出の
実態も、明らかになりつつある

人類は、南アジアから
東南アジア、中国に進出

アフリカを出た
ホモ・サピエンスは、
ネアンデルタール人と
交雑する

4万5000年前の最初のホモ・サピエンス
の進出から、数回の集団の交代を経て
「現代人集団」が成立する

アフリカのホモ・サピエンスの誕生から
「出アフリカ」以降の道のり

「ステップの集団」の変遷は、
ヨーロッパやアジアに大きな影響を及ぼす

縄文人は「最初に東アジアに
到達した集団」の子孫

古代DNAが語る
「人類の起源」と「日本人の ルーツ」

特 集



特 集

古
代
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
語
る「
人
類
の
起
源
」と「
日
本
人
の
ル
ー
ツ
」

■ 経 歴
1955年生まれ
京都大学理学部卒業。博士（医学）
佐賀医科大学助教授、国立科学博物館人類研究部長などを経て、2021年より国立科学博物館館長。
2016年から2020年まで日本人類学会会長を務めた。
■ 主な著書

『日本人になった祖先たち－DNAから解明するその多元的構造』（NHK出版、2007、新版2019）、
『DNAで語る日本人起源論』（岩波書店、2015）、『江戸の骨は語る－甦った宣教師シドッチの
DNA』（岩波書店、2018）、『人類の起源－古代DNAが語るホモ・サピエンスの「大いなる旅」』（中央
公論新社、2022）、『科博と科学－地球の宝を守る』（早川書房、2024）。
編著『化石とゲノムで探る人類の起源と拡散』（日経サイエンス、2013）、『人類への道』（日経サイ
エンス、2017）、『人間らしさの起源』（日経サイエンス、2020）ほか。

 

ア
フ
リ
カ
を
出
た

 

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

人
類
は
7
0
0
万
年
前
に
誕
生

人
類
の
起
源
は
一
般
に
7
0
0
万
年

前
と
さ
れ
ま
す
。
現
生
動
物
の
中
で
最

も
近
縁
で
あ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
人
類

が
共
通
の
祖
先
か
ら
分
か
れ
、
人
類
が

独
自
の
進
化
を
始
め
た
の
が
そ
の
時
点

と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
7
0
0
万

年
前
の
分
岐
か
ら
現
在
の
私
た
ち
に
至

る
ま
で
に
は
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク

ス
（
猿
人
）
な
ど
幾
つ
も
の
種
が
存
在

し
ま
し
た
。
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
（
原

人
）
と
い
っ
た
我
々
と
同
じ
ホ
モ
属
の

化
石
が
出
て
く
る
の
は
、
2
5
0
万
年

前
か
ら
2
0
0
万
年
前
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス（
新
人
）

と
い
う
種
が
現
れ
る
の
が
30
万
年
前
。

こ
の
よ
う
に
猿
人
や
原
人
、
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
な
ど
旧
人
、
そ
し
て
我
々

新
人
と
い
う
人
類
の
流
れ
の
中
で
、
ど

の
時
点
に
着
目
す
る
か
で
人
類
の
誕
生

の
年
代
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

初
め
て
石
器
を
使
っ
た
ホ
モ
属

人
類
の
祖
先
が
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
分

か
れ
た
後
も
、
長
時
間
歩
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
何
百
万
年
と
い
う
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
一
日
の
半
分
は
木

の
上
で
暮
ら
す
よ
う
な
生
活
を
ず
っ
と

続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脳
の

容
積
も
あ
ま
り
変
化
の
な
い
状
態
が

5
0
0
万
年
ぐ
ら
い
続
き
ま
し
た
。

2
0
0
～
3
0
0
万
年
前
に
な
る
と

脳
が
大
き
く
な
り
知
能
が
発
達
し
て
き

ま
す
。
人
類
は
石
器
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
地
球
が
寒
く

な
っ
た
時
期
で
す
。
密
林
が
減
り
草
原

が
増
え
た
環
境
の
中
で
、
ホ
モ
属
が
進

化
し
た
の
で
す
。

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
デ
ニ
ソ
ワ
人

60
万
年
前
に
は
、
同
じ
ホ
モ
属
で
あ

る
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
、
デ
ニ
ソ
ワ

人
、
そ
し
て
我
々
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

共
通
の
祖
先
が
い
ま
し
た
。
こ
の
共
通

祖
先
の
存
在
は
ゲ
ノ
ム
解
析
で
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
ア
フ
リ
カ
に
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

45
万
年
ほ
ど
前
に
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
と
デ
ニ
ソ
ワ
人
が
分
岐
し
、
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
、
デ
ニ
ソ
ワ
人
は
ア
ジ
ア
に
向
か
い

ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
を
出
た
ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス

ア
フ
リ
カ
は
気
温
の
変
化
が
大
き

く
、
年
間
の
降
雨
量
も
場
所
に
よ
っ
て

随
分
違
っ
て
い
ま
し
た
。
密
林
以
外
の

場
所
は
緑
の
地
に
な
っ
た
り
、
砂
漠
に

な
っ
た
り
と
変
化
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
場
所
で
生
活
す
る
こ
と

に
よ
り
人
類
は
様
々
な
対
応
能
力
を
生

み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
に
残
っ
て
い
た
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
も
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル

人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人
同
様
、
同
地
を
出

ま
し
た
。
た
だ
し
、
自
ら
意
図
し
て

同
地
を
出
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
糧
の
あ
る
方
に
進
ん
で
行
っ
た
ら
、

た
ま
た
ま
他
の
大
陸
に
出
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
は
狩
猟
生

活
で
、
採
り
や
す
い
魚
や
貝
を
求
め
て

海
岸
伝
い
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ホモ・サピエンス
ホモ・ネアンデルタレンシス

ホモ・エレクトス ホモ・ハイデル
ベルゲンシス

ホモ・ハビリス、
ホモ・ルドルフエンシス

アウストラロピテクス・ガルヒ

ケニアントロプス・プラティオプス

アウストラロピテクス・
アフリカヌス

パラントロプス・ボイセイ

パラントロプス・ロブストス

アウストラロピテクス・
パラントロプス・エチオピクス

アウストラロピテクス・
アファレンシス

アウストラロピテクス・アナメンシス
アルディピテクス・ラミダス

アルディピテクス・カダッバ

サヘラントロプス・チャデンシス

オロリン・
トゥゲネンシス

？

？
？

？
？

人
類
の
起
源

国
立
科
学
博
物
館 

館
長

篠
田 

謙
一 

氏

化石人類の系統図
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ア
フ
リ
カ
の
外
に
出
て
み
る
と
、

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
い
た
り
、
環

境
が
悪
か
っ
た
り
し
て
「
出
ア
フ
リ
カ
」

は
失
敗
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
7
万
年

ほ
ど
前
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ト
バ
火

山
が
大
爆
発
し
て
、
地
球
が
何
十
年
間

も
寒
冷
化
す
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

早
い
段
階
で
ア
フ
リ
カ
を
出
た
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
の
集
団
は
寒
冷
化
の
影
響

も
あ
っ
て
滅
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

現
生
人
類
の
共
通
祖
先
で
あ
る
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
ア
フ
リ
カ
を
出
た

の
は
6
万
年
前
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

6
万
年
前
か
ら
4
万
年
前
は
、
氷
河
期

の
割
に
は
ま
だ
温
か
い
時
代
で
し
た
。

上
手
く
「
出
ア
フ
リ
カ
」
を
成
し
遂
げ

た
集
団
が
生
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

ジ
ア
、
最
後
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
で

移
動
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス
に
残
る

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や

デ
ニ
ソ
ワ
人
の
遺
伝
子

異
な
る
種
が
同
時
期
に
存
在

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人

と
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
同
時
期
に
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

あ
れ
ば
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が

い
た
と
こ
ろ
に
4
万
5
千
年
前
ぐ
ら

い
か
ら
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
入
っ

て
い
ま
す
。

両
者
は
交
雑
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
メ
ス
が
ホ
モ・

サ
ピ
エ
ン
ス
の
群
れ
に
入
り
、
群
れ
の

オ
ス
と
の
間
で
子
供
を
作
る
。
な
い
し

は
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
は
種
が
異
な
り
ま
す
が
、
交
雑
し

て
生
ま
れ
た
子
供
は
さ
ら
に
子
供
を

作
る
生
殖
能
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
交
雑
に
よ
っ
て

両
者
の
遺
伝
子
が
混こ

ん
こ
う淆

し
て
い
っ
た

の
で
す
。

ホ
モ・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
残
る
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子

現
生
人
類
で
あ
る
我
々
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
に
も
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の

遺
伝
子
が
数
％
残
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
皮
膚
を
厚
く
す
る
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
が
あ
り
ま
す
。
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
元
々
ア
フ
リ
カ
に

い
ま
し
た
か
ら
寒
い
と
こ
ろ
は
苦
手
で

す
。
皮
膚
が
厚
け
れ
ば
寒
冷
地
で
は
非

常
に
有
利
で
す
。
た
く
さ
ん
子
供
を
作

る
こ
と
が
で
き
て
、
自
然
と
そ
の
遺

伝
子
が
増
え
て
い
く
。
そ
う
し
て
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
が
残
っ

た
の
で
す
。

遺
伝
子
だ
け
を
残
し
て
消
え
て
し
ま
っ

た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
ア
フ
リ
カ
を

出
て
、先
住
者
で
あ
る
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
と
同
じ
場
所
に
棲
む
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
4
万
年
前
に
は
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
は
滅
び
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
以
降
の
化
石
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
滅

び
た
の
か
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
何

か
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
色
々
な
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
決
定
的
な
こ
と
は
ま
だ
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

4
万
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
か

な
り
の
数
の
動
物
が
姿
を
消
し
て
い
ま

す
。
ホ
ラ
ア
ナ
グ
マ
と
い
っ
た
熊
の
仲

間
な
ど
で
す
。
大
型
の
マ
ン
モ
ス
も
い

な
く
な
っ
た
時
期
で
環
境
が
激
変
し
た

の
で
す
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
環

境
の
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
考

え
る
人
も
い
ま
す
。

ホ
モ・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
吸
収
さ
れ
た
可

能
性
も

ま
た
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
よ
り

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
集
団
の
方
が
大

き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
協
調
性

アファレンシス（ルーシー）復元想像図
（画像提供：国立科学博物館）

フロレシエンシスの復元像
（画像提供：国立科学博物館）

が
あ
っ
た
り
、
離
れ
て
も
互
い
に
連
絡

を
取
っ
た
り
し
て
大
き
な
集
団
を
維
持

し
た
の
で
す
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

の
数
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
10
分
の

1
程
度
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
戦
っ
て
滅
ぼ
す
と
い
う
よ
り
、

自
然
と
交
雑
し
て
い
る
う
ち
に
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
の
集
団
に
埋
没
・
吸
収
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

10
分
の
1
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル

人
の
遺
伝
子
が
入
っ
て
き
た
と
し
て
、

取
捨
選
択
さ
れ
て
現
在
残
っ
て
い
る

遺
伝
子
は
1
～
4
％
で
す
。
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
に
残
る
遺
伝
子
の
比
率

か
ら
み
て
も
埋
没
・
吸
収
説
は
妥
当

な
推
論
で
は
な
い
か
と
い
う
学
者
も

い
ま
す
。

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
遺
伝
子
構
造

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
遺
伝
子
構
造

は
複
雑
で
す
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

の
遺
伝
子
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
今
お

話
し
た
通
り
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
部

分
も
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
ず
、
氷
河
期
に
生
き
て
い
た
旧
石

器
時
代
人
の
ゲ
ノ
ム
が
あ
り
ま
す
。
氷

河
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
狩
猟
採
集
民
は

南
北
に
移
動
し
ま
し
た
。
寒
く
な
れ
ば

南
に
移
動
し
、
暖
か
く
な
れ
ば
北
に
移

動
し
た
の
で
す
。
中
に
は
そ
の
ま
ま
絶

滅
し
た
グ
ル
ー
プ
も
い
ま
す
が
、
そ
う

し
た
狩
猟
採
集
民
の
遺
伝
子
が
ベ
ー
ス

に
あ
り
ま
す
。

次
に
、
新
石
器
時
代
に
入
っ
て
き
た

農
耕
民
の
遺
伝
子
で
す
。
彼
ら
は
現
在

の
ト
ル
コ
共
和
国
の
一
部
、
小
ア
ジ
ア

と
も
呼
ば
れ
る
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

南
西
部
の
狩
猟
採
集
民
は
ア
ナ
ト
リ
ア

の
農
耕
民
に
よ
っ
て
周
辺
に
追
い
や
ら

れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
最
後
が
、
青
銅
器
時
代
に

入
っ
て
き
た
牧
畜
民
ヤ
ム
ナ
ヤ
文
化
集

団
の
遺
伝
子
で
す
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
中
心
と
す
る
ス
テ
ッ
プ
地
帯
で
ヤ

ム
ナ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
生
ま
れ
、

馬
や
車
輪
を
利
用
す
る
こ
と
で
瞬
く
間

に
広
範
な
地
域
へ
の
拡
散
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
ヤ
ム
ナ
ヤ
集
団
の
流
入
後
、

ド
イ
ツ
の
農
民
の
遺
伝
子
の
4
分
の
3

が
ヤ
ム
ナ
ヤ
由
来
の
遺
伝
子
に
置
き
換

わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス
の
初
期

拡
散

ア
ジ
ア
、太
平
洋
へ
の
進
出

謎
の
デ
ニ
ソ
ワ
人

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
同
じ
時
期

に
ア
ジ
ア
に
居
た
デ
ニ
ソ
ワ
人
は
、
指

の
骨
や
長
管
骨
の
破
片
、
臼
歯
な
ど
限

ら
れ
た
痕
跡
し
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
1
9
8
0
年
に
チ
ベ
ッ
ト

　人骨などの遺物は洞窟で発見されることが多い。野外でもヒトは暮して
いたが、人骨を中心とする先史時代の遺物は洞窟以外では殆ど残っていない。
　ネアンデルタール人は洞窟の中で暮らし、群れの人間が死ぬと洞窟の
付近に埋めた。
　アタプエルカの考古遺跡群（世界遺産・スペイン）で最も有名な洞窟の
一つが、「シマ・デ・ロス・ウエソス」（スペイン語で骨の採掘坑の意）。
　洞窟の中に深さ10メートルほどの穴があり、埋葬用として用いられて
いた。そこで発掘された40万年前の人骨からは世界最古のヒトのDNA
が採取されている。

洞窟と遺跡

アタプエルカの遺跡にある洞窟の一つ
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高
原
の
中
国
甘か

ん
し
ゅ
く
し
ょ
う

粛
省
で
見
つ
か
っ
た

下か
が
く
こ
つ

顎
骨
が
デ
ニ
ソ
ワ
人
の
も
の
で
あ
る

と
５
、
6
年
前
に
同
定
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
最
近
も
、
台
湾
の
澎ほ

う
こ湖

諸
島
沖
合

の
海
底
か
ら
見
つ
か
っ
た
下
顎
骨
が
デ

ニ
ソ
ワ
人
で
あ
る
こ
と
を
日
本
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
突
き
止
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
数
か
月
前
、
1
9
3
0
年
代

に
中
国
黒こ

く
り
ゅ
う
こ
う

竜
江
省
の
ハ
ル
ピ
ン
で
見

つ
か
っ
た
頭
骨
や
湖
北
省
の
人
骨
が

デ
ニ
ソ
ワ
人
と
判
明
し
た
と
中
国
人

研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。

顔
全
体
が
確
認
さ
れ
た
の
は
画
期
的

な
こ
と
で
す
。

ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス
の
初
期
拡
散

一
方
、
6
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出

た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
5
万
年
前

に
は
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
来
ま
し
た
。
日

本
列
島
に
は
4
万
年
前
に
到
達
し
て
い

ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
に
は
3
万
年
前
。
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
南
と
北
か
ら
の
二
つ
の
ル
ー

ト
で
シ
ベ
リ
ア
に
達
し
、
そ
の
後
2
万

年
前
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
1
万
5
千
年
前
に
は
南
米
の

南
端
ま
で
行
っ
て
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
の
初
期
拡
散
が
完
結
し
ま
し
た
。

南
太
平
洋
に
は
、
こ
の
段
階
で
は
ヒ

ト
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
6
千
年
ぐ
ら

い
前
、
中
国
の
南
か
ら
農
耕
民
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
太
平
洋
に
広

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

拡
散
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

こ
の
よ
う
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は

尋
常
で
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
拡
散
し
て

い
き
ま
し
た
。

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
比
べ
子
供

の
数
が
多
か
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
生
殖
能
力

が
高
い
と
い
う
よ
り
、
集
団
で
子
供
を

育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
寄
与
し
た
の
で

し
ょ
う
。
人
口
の
増
加
か
ら
同
じ
所
に

長
期
間
棲
ん
で
い
ら
れ
ず
新
た
な
場
所

へ
出
て
い
っ
た
の
で
す
。

旧
石
器
時
代
の
狩
猟
採
集
民
の
人
骨

を
調
べ
る
と
、
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
交
配
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
従
来
の
棲
み
処
を
飛
び
出

し
て
は
る
か
遠
く
に
行
く
と
い
う
よ
り
、

徐
々
に
テ
リ
ト
リ
ー
を
広
げ
る
形
で

移
動
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

日
本
列
島
集
団
の
起
源

旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島
の
姿

旧
石
器
時
代
は
氷
河
期
で
海
水
面
が

下
が
り
ま
し
た
。
日
本
列
島
の
地
形
は

現
在
と
相
当
に
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
は
大
陸
と
繋
が
り
大
陸
の
半
島

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
の
幾
つ
か

の
島
は
一
つ
の
大
き
な
島
を
形
成
。
本

州
は
四
国
、
九
州
と
一
緒
に
な
り
、
瀬

戸
内
海
は
干
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
対

馬
ま
で
は
歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

対
馬
と
朝
鮮
半
島
の
間
は
狭
い
海
峡

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
と
本
州

の
間
も
、
現
在
の
津
軽
海
峡
よ
り
は
る

か
に
狭
い
海
峡
で
し
た
。
こ
れ
が
、

2
万
4
千
年
前
の
旧
石
器
時
代
の
姿
で

し
た
。

日
本
列
島
へ
の
移
動
ル
ー
ト

旧
石
器
時
代
に
日
本
列
島
へ
ヒ
ト
が

入
っ
て
き
た
経
路
は
3
つ
想
定
さ
れ
ま

す
。
南
か
ら
沖
縄
に
入
っ
て
き
た
ル
ー

日
本
人
の
ル
ー
ツ

ト
。
朝
鮮
半
島
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
。

そ
し
て
、
北
か
ら
北
海
道
に
来
る
ル
ー

ト
で
す
。

我
々
人
類
学
者
は
、
人
骨
に
注
目
し

ま
す
。
最
も
古
い
3
万
年
前
の
人
骨
は

沖
縄
か
ら
出
て
い
ま
す
。
南
か
ら
の

ル
ー
ト
で
日
本
列
島
に
人
類
が
到
達
し

た
と
い
う
何
よ
り
の
エ
ビ
デ
ン
ス
で
す
。

一
方
、
本
州
で
発
見
さ
れ
て
い
る
一
番

古
い
人
骨
は
1
万
8
千
年
前
。
静
岡
県

浜
松
市
浜
名
区
の
根ね

が
た竪

遺
跡
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
列
島
に
ヒ
ト
が
到
達

し
た
と
想
定
さ
れ
る
4
万
年
前
に
比
べ

れ
ば
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
で
す
。
本

州
や
北
海
道
で
は
他
に
旧
石
器
時
代
の

人
骨
が
出
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
以
上

の
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状
で

す
。

考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

考
古
学
は
石
器
や
土
器
・
金
属
器
に

注
目
し
ま
す
。
石
器
は
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
す
の
で
、
旧
石
器
時
代
に
日
本
列

島
で
は
ヒ
ト
が
住
ん
で
い
た
こ
と
は
間

「白
し ら ほ さ お ね た ば る ど う け つ

保竿根田原洞穴遺跡」の白保1〜4号人骨
のうち白保4号（沖縄県立埋蔵文化財センター所蔵）

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
州
で
発
見
さ
れ

た
一
番
古
い
石
器
は
、
朝
鮮
半
島
や
北

京
近
辺
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
考
古
学
者
は
朝
鮮
半
島
か

ら
狭
い
海
を
越
え
て
ヒ
ト
が
来
た
と
い

う
説
明
を
し
ま
す
。
人
類
学
者
と
考
古

学
者
で
見
て
い
る
も
の
が
違
う
の
で
、

力
点
の
置
き
方
が
異
な
り
ま
す
が
、
全

体
の
構
図
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

旧
石
器
時
代
人
は
縄
文
人
に
は
直
接
繋

が
ら
な
い
？

日
本
の
旧
石
器
時
代
は
4
万
年

前
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
縄
文
時
代

は
1
万
6
千
年
前
か
ら
な
の
で
、

2
万
4
千
年
も
の
間
隔
が
あ
り
ま
す
。

２
万
8
千
年
前
に
は
、
鹿
児
島
で

姶あ
い
ら
か
さ
い

良
火
砕
噴ふ

ん
か火

が
あ
り
、
日
本
中
に

火
山
灰
が
撒
き
散
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
も
発
掘
す
る
と
、
姶
良
火
砕
噴
火
の

火
山
灰
の
層
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

こ
の
火
山
灰
の
上
と
下
で
は
石
器
に
か

な
り
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
最
初
に
日

本
列
島
に
入
っ
て
き
た
集
団
は
一
旦
滅

び
、
後
か
ら
再
び
別
の
集
団
が
や
っ
て

来
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の
石

垣
島
・
白し

ら
ほ保

で
発
見
さ
れ
た
人
骨
に
は
、

縄
文
人
に
繋
が
る
ゲ
ノ
ム
が
6
割
あ
り

ま
す
。
白
保
に
い
た
よ
う
な
旧
石
器
時

代
人
は
一
旦
滅
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
の
、

大
元
の
旧
石
器
人
が
再
び
日
本
へ
到
来

し
、
縄
文
人
の
一
部
に
な
っ
た
と
い
う

解
釈
も
あ
り
ま
す
。

日
本
列
島
は
人
類
の
移
動
の
行
き
止
ま

り
の
場
所

ハルピン
金牛山

周口店

許家窯

許昌大茘

福岩洞

カラオ洞窟

隆林洞
馬鹿洞

馬壩

ガンドン、ワジャック

サンブンマチャン
リアンブラ

澎湖

東・東南アジアにおける原人〜旧人の化石の発見地
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6
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
た
現
生

人
類
は
、
4
万
年
前
に
は
日
本
列
島
に

辿
り
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
が
ひ
と
つ
の

到
達
点
、
行
き
止
ま
り
で
し
た
。
伊
豆

諸
島
に
は
縄
文
人
の
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
太
平
洋
へ
流
さ
れ
て
、
さ
ら
に
ど

こ
か
へ
辿
り
着
い
た
ヒ
ト
は
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
集
団
と
し
て
の
移
動

は
日
本
列
島
が
最
後
で
す
。

縄
文
人
の
登
場

縄
文
時
代
の
始
ま
り

昔
、
縄
文
時
代
の
始
ま
り
は

1
万
2
千
年
前
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
も
そ
う
習
い
ま
し
た
。
氷
河
期

か
ら
間か

ん
ぴ
ょ
う
き

氷
期
に
移
り
、
暖
か
く
な
っ
た

時
代
で
す
。
ど
ん
ぐ
り
な
ど
木
の
実
が

た
く
さ
ん
採
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

を
煮
た
り
、
保
管
し
た
り
す
る
た
め
に

土
器
が
で
き
た
と
い
う
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
青
森
か
ら
1
万
6
千
年

前
の
土
器
が
出
た
た
め
、
縄
文
時
代
の

始
期
は
、
一
挙
に
4
千
年
も
遡
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

た
だ
、
1
万
年
前
ま
で
の
縄
文
時
代

は
、
土
器
は
あ
り
ま
す
が
、
生
活
様
式

は
旧
石
器
時
代
と
変
わ
ら
な
い
移
住
生

活
で
し
た
。
本
格
的
な
定
住
生
活
に
変

わ
っ
て
い
く
の
は
1
万
年
前
よ
り
新
し

い
時
代
で
す
。
個
人
的
に
は
、
1
万
年

前
か
ら
の
人
を
縄
文
人
と
呼
ん
だ
方
が

旧
石
器
時
代
と
の
違
い
が
明
確
に
な
る

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
縄
文
人
の
ル
ー
ツ

従
来
、
南
方
か
ら
移
動
し
て
き
た
旧

石
器
時
代
人
が
縄
文
人
に
な
っ
た
と
説

明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
垣

島
の
白
保
人
の
ゲ
ノ
ム
分
析
で
、
縄
文

人
の
起
源
に
つ
い
て
新
た
な
事
実
が
判

明
し
ま
し
た
。
先
程
お
話
し
た
通
り
、

白
保
人
の
ゲ
ノ
ム
の
6
割
は
縄
文
人
に

繋
が
る
も
の
で
し
た
が
、
残
り
は
北
方

の
沿え

ん
か
い海

州
の
古
人
骨
と
同
様
の
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
縄
文
人
の
起
源
が
単

一
で
は
な
く
、
複
数
の
経
路
か
ら
列
島

に
流
入
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
複
数
の
経
路
か
ら
到
達
し
た
集
団

が
長
い
時
間
を
か
け
て
混
合
し
、
地
域

差
を
保
持
し
な
が
ら
、
縄
文
人
に
な
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

定
住
生
活
を
し
て
、
土
器
を
作
り
、

あ
る
種
の
宗
教
を
持
つ
と
い
う
文
化
の

セ
ッ
ト
が
北
か
ら
南
ま
で
共
通
な
の
で

縄
文
人
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
縄
文
人
の
形
質
も
均
一

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
方
の
縄
文
人
と
ア
イ
ヌ
民
族

北
海
道
は
稲
作
が
入
ら
な
か
っ
た
の

で
、
縄
文
文
化
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
ア

イ
ヌ
人
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
ゲ
ノ
ム
分
析
を
し
て
み
る

と
、
ア
イ
ヌ
の
D
N
A
の
2
割
ぐ
ら

い
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
人
の
D
N
A

が
入
っ
て
い
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

自
体
は
5
世
紀
以
降
の
も
の
で
す
。
サ

ハ
リ
ン
か
ら
南
下
し
た
海
洋
漁
猟
民
族

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、「
熊

送
り
」
な
ど
ア
イ
ヌ
の
風
習
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で

す
。
実
際
に
は
も
っ
と
以
前
よ
り
北
方

か
ら
の
ヒ
ト
が
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
D
N
A
の
1
割

は
江
戸
時
代
の
本
土
日
本
人
に
由
来
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
縄
文
を
母
体
に

し
な
が
ら
も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
な
が

ら
出
来
上
が
っ
て
き
た
の
が
ア
イ
ヌ
集

団
な
の
で
す
。

琉
球
列
島
集
団
の
形
成

琉
球
列
島
の
人
達
は
、
台
湾
の
先
住

民
族
と
遺
伝
的
な
交
流
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は
南
九
州

と
の
関
係
が
強
い
の
で
す
。
縄
文
時
代

か
ら
南
九
州
の
人
間
が
沖
縄
本
島
に

入
っ
て
い
ま
す
。
7
3
0
0
年
前
に
は
、

九
州
南
方
沖
の
海
底
火
山
、
鬼
界
カ
ル

デ
ラ
が
大
噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。
南

九
州
の
縄
文
人
に
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
1
千
年
ぐ
ら
い
南
九
州
と
沖

縄
の
連
絡
が
途
絶
え
、
こ
の
頃
か
ら
沖

縄
独
特
の
縄
文
人
が
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

弥
生
時
代
に
は
、
祭
事
に
使
う
貝
を

獲
り
に
九
州
か
ら
人
々
が
沖
縄
に
来
ま

し
た
。
時
代
が
下
っ
て
中
世
に
な
る
と

南
九
州
の
農
耕
民
が
入
っ
て
き
て
、
本

船泊遺跡23号人骨 復顔（DNA情報に
基づいて作成）（画像提供：国立科学博物館）

島
、
宮
古
島
、
奄
美
大
島
で
農
業
を
始

め
る
の
で
す
。
琉
球
列
島
の
集
団
形
成

は
日
本
本
土
と
の
関
係
で
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

弥
生
時
代
の
到
来

期
間
が
延
び
た
弥
生
時
代

従
来
、
弥
生
時
代
は
紀
元
前
3
世

紀
か
ら
紀
元
3
世
紀
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
本
列
島
の
ど
こ

か
で
稲
作
が
行
わ
れ
、
農
耕
を
中
心

と
し
た
生
活
に
移
っ
た
時
期
を
弥
生

時
代
の
始
ま
り
と
す
る
と
、
現
在
発

見
さ
れ
て
い
る
一
番
古
い
水
田
跡
は

紀
元
前
1
千
年
の
も
の
で
す
。
従
来

説
に
比
べ
弥
生
時
代
の
始
期
が
7
世

紀
も
遡
っ
た
の
で
す
。
渡
来
人
に
よ
っ

て
、
稲
作
と
弥
生
式
土
器
が
持
ち
込

ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
ま

だ
金
属
器
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
弥

生
時
代
の
一
番
古
い
時
代
は
新
石
器

時
代
と
重
な
る
の
で
す
。

金
属
器
の
流
入
と
環
濠
集
落

金
属
器
が
入
っ
て
く
る
の
は
、
紀
元

前
2
世
紀
か
ら
1
世
紀
。
最
初
は
青
銅

器
で
す
ぐ
に
鉄
器
に
変
わ
り
ま
し
た
。

日
本
で
鉄
器
が
製
作
さ
れ
る
の
は
古
墳

時
代
の
半
ば
。
そ
れ
ま
で
鉄
は
輸
入
し

て
い
ま
し
た
。
佐
賀
県
の
吉
野
ヶ
里
遺

跡
の
よ
う
な
大
き
な
環
濠
集
落
も
作
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
弥
生
の
文
化
は
途
中
か

ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
最
初
に
入
っ

て
き
た
渡
来
人
と
後
か
ら
来
た
集
団
で

は
出
身
や
文
化
が
違
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

弥
生
時
代
の
最
初
の
6
0
0
年
ぐ
ら

い
の
人
骨
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

D
N
A
や
骨
の
形
の
分
析
も
で
き
て

い
な
い
の
で
す
。
こ
の
時
期
の
人
骨
が

揃
え
ば
、
弥
生
時
代
の
変
化
が
よ
り
鮮

明
に
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

韓
国
に
も
み
ら
れ
る
縄
文
的
遺
伝
子

従
来
、
日
本
列
島
の
集
団
だ
け
が
縄

文
的
遺
伝
子
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

渡
来
人
の
遺
伝
子
に
置
き
換
わ
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ゲ
ノ
ム
の
解
析
が
進
む
に
つ
れ
て
、

事
態
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

韓
国
の
同
時
代
人
に
も
縄
文
的
遺

伝
子
を
持
つ
人
が
い
る
の
で
す
。
縄

文
の
遺
伝
子
は
、
ア
ジ
ア
の
非
常
に

古
い
時
代
に
拡
散
し
た
集
団
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
大
陸

で
は
、
別
の
農
耕
民
が
増
え
て
、
縄

文
的
遺
伝
子
を
持
つ
ヒ
ト
の
数
は
減
っ

て
い
き
ま
す
が
、
沿
海
州
や
朝
鮮
半

島
に
最
初
か
ら
住
ん
で
い
た
人
々
、

台
湾
の
先
住
民
は
一
部
に
縄
文
人
と

同
じ
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
ま
す
。

渡
来
系
弥
生
人
の
ル
ー
ツ
は
中
国

西せ
い
り
ょ
う
が

遼
河
流
域

渡
来
系
弥
生
人
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

壱
岐
、
対
馬
を
通
っ
て
北
九
州
に
来
ま

し
た
。
海
流
の
関
係
で
鳥
取
な
ど
山
陰

に
行
っ
た
集
団
も
あ
り
ま
し
た
。

渡
来
系
弥
生
人
の
ゲ
ノ
ム
を
み
る

と
、
中
国
北
部
と
北
朝
鮮
の
間
に
あ
る

西
遼
河
が
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

西
遼
河
の
人
々
は
、
中
国
大
陸
内
部
で

青
銅
器
を
作
り
仰

ぎ
ょ
う
し
ょ
う

韶
又
は
大だ

い
ぶ
ん
こ
う

汶
口
文

化
を
有
し
て
い
た
集
団
の
ゲ
ノ
ム
が
6

割
、
沿
海
州
で
古
く
か
ら
狩
猟
採
集
を

行
っ
て
い
た
先
住
民
の
ゲ
ノ
ム
が
4
割

く
ら
い
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
遺
伝
子

を
持
っ
た
人
々
が
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
入
っ
て
き
た
の
で
す
。

九
州
か
ら
始
ま
っ
た
水
田
稲
作

縄
文
時
代
で
も
雑
穀
を
栽
培
す
る
な

ど
少
し
は
農
業
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、

水
田
耕
作
と
い
う
大
規
模
な
農
業
は
渡

来
系
弥
生
人
が
伝
え
ま
し
た
。
北
九
州

青
あ お や か み じ ち

谷上寺地遺
い せ き
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か
ら
始
ま
り
、
早
い
時
期
に
愛
知
県
ま

で
伝
わ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

弥
生
時
代
の
後
に
な
る
と
関
東
で
も

水
田
耕
作
が
始
ま
り
ま
す
。
弥
生
時
代

に
愛
知
県
で
一
旦
ス
ト
ッ
プ
し
た
理
由

は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

縄
文
人
と
交
配
す
る
弥
生
系
渡
来
人

縄
文
人
の
人
口
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
狩
猟
採
集
生
活
で
は
、
天
然
の
食

糧
が
ど
れ
だ
け
採
れ
る
か
で
人
口
が
決

ま
っ
て
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
採
れ
る
場

所
で
も
1
平
方
キ
ロ
に
1
人
は
住
め
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
渡
来
系
弥
生
人
は
水

田
で
米
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口
を

大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
業
形
態
の
違
い
で
人
口
に
大
差
が
つ

い
た
の
で
す
。

渡
来
系
弥
生
人
は
、
九
州
か
ら
東
へ

移
動
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

縄
文
人
と
交
配
し
て
い
き
ま
し
た
。
縄

文
系
の
人
々
は
渡
来
人
に
吸
収
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
縄
文
人
の
遺
伝
子
の
地
域

差
は
現
代
人
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

争
い
は
弥
生
人
同
士

渡
来
系
弥
生
人
は
集
団
同
士
で
争
い

ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
に
は
既
に
国
が
あ

り
、
集
団
に
よ
る
戦
闘
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
争
い
の
中
か

ら
小
さ
な
国
家
が
生
ま
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
の
で
す
。

弥
生
時
代
と
縄
文
時
代
で
は
持
っ
て

い
る
武
器
が
全
く
違
い
ま
し
た
。
縄
文

人
は
せ
い
ぜ
い
石
器
。
こ
れ
に
対
し
弥

生
人
は
金
属
器
を
持
っ
て
お
り
、
殺
傷

能
力
が
全
く
違
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
稲
を
作
っ
て
い
る
集
団
は
敵
同
士

で
し
た
が
、
縄
文
的
な
生
活
を
し
て
い

る
人
達
を
駆
逐
す
る
必
要
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
D
N
A

北
海
道
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
D
N
A

の
7
割
は
縄
文
人
由
来
の
も
の
で
す
。

沖
縄
は
3
割
が
縄
文
、
7
割
は
後
か
ら

弥生時代以降の日本列島への集団の流入

青谷上寺地遺跡（鳥取市）では、弥生時代後期とされる大量の人骨（赤い丸で囲んだ場所）が発見された。（写真提供：鳥取県立青谷かみじち史跡公園）

来
た
本
土
の
人
間
の
遺
伝
子
。
本
州
で

は
、
縄
文
の
遺
伝
子
は
1
～
2
割
し
か

な
く
、
8
～
9
割
は
渡
来
系
弥
生
人
の

も
の
で
す
。

本
州
の
中
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
畿
内
や
四
国
は
渡
来
系
弥

生
人
の
D
N
A
が
多
く
、
縄
文
人
の

D
N
A
は
1
割
程
度
で
す
。
こ
れ
に

対
し
、
東
北
地
域
と
九
州
南
部
お
よ
び

島
根
で
は
縄
文
人
の
比
率
が
2
割
と
高

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
の
記
録
に
は
東と

う
ご
く国

に

蝦え
み
し夷

、
南
九
州
に
熊く

ま
そ襲

が
登
場
し
ま
す

が
、
彼
ら
は
縄
文
系
の
人
達
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
鹿
児
島
の
離
島
で
は
古
墳

時
代
の
後
で
も
縄
文
人
と
全
く
変
わ
ら

な
い
遺
伝
子
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
ま

し
た
。
今
で
こ
そ
本
州
人
の
縄
文
由
来

の
遺
伝
子
は
1
～
2
割
と
い
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
は
る
か
に
地
域
差
、
個

体
差
が
あ
り
ま
し
た
。
相
当
違
う
人
々

が
同
居
し
て
い
た
の
が
中
世
ま
で
の
日

本
列
島
だ
っ
た
の
で
す
。

現
在
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ヒ
ト
の
遺
伝
子

世
界
的
に
見
る
と
中
世
以
降
も
、
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
南
米
を
征

服
し
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
北
米
に
入

植
し
、
ア
フ
リ
カ
人
を
奴
隷
と
し
て
連

れ
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
地
球
規
模
で

人
間
が
移
動
し
て
き
ま
し
た
。
各
地
域

の
住
民
の
遺
伝
子
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。

現
代
も
人
が
大
き
く
動
い
て
い
る
時

代
で
す
。
世
界
中
の
遺
伝
子
が
シ
ャ
ッ

フ
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
も
様
々

な
国
の
人
達
が
大
量
に
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
長
い
目
で
見
れ
ば
人
は
常

に
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
し
、
も
ち

ろ
ん
遺
伝
子
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

1
0
0
年
後
に
は
今
と
全
然
違
う
人
達

が
日
本
人
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
と

同
じ
こ
と
が
今
も
起
き
て
い
る
の
で
す
。

篠田館長とノーベル生理学・医学賞（2022年）
を受賞したスバンテ・ペーボ博士

5,000 年前

4,000 年前

3,000 年前

3,300 年前

朝鮮半島には
古代東アジア
沿岸民の遺伝
的な要 素が
残っている

大陸から日本列島に渡来した
集団が持つ遺伝的な要素の
源郷

稲作の伝播ルート

雑穀の伝播ルート

不明な部分は点線
で表している

　1990年代に「ヒトゲノム計画」がスタートした。約30億塩基対あるヒトの全ゲノムを解読し、その成果を全世
界に公表しようという国際的な研究プロジェクトだった。
　その過程で大変な技術革新があった。次世代シーケンシング技術だ。高速で大量のDNAを読むことが可能になっ
た。1人分のDNAを全部読むのに十数年かかっていたものが数時間、3000億円要したものが10万円で読めるよ
うになった。
　この次世代シーケンシング技術を活用して、古代人の人骨に残るDNAの解析技術を確立したのが、2022年にノー
ベル生理学・医学賞を受賞したスバンテ・ペーボ博士だ。沖縄科学技術大学院大学（OIST）にも籍を置いている。
　絶滅したネアンデルタール人と
現生人類であるホモ・サピエンス
が過去に交雑し、現代ヨーロッパ
人やアジア人がネアンデルタール
人由来のゲノムを持っていること
を明らかにした。
　古代ゲノム解析により、人類の
系統や集団の形成についての研究
が劇的に発展した。人類の進化の
研究が全く新しいステージに入っ
たのである。

劇的に発展した古代ゲノム研究

スンギール遺跡（ロシア）の墓　　　　　　　　　　　　 （画像提供：国立科学博物館）
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桜
丘
学
園
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。本

学
は
、
豊
橋
市
南
牛
川
に
校
舎

を
構
え
る
高
校
・
中
学
併
設
の
私
立

学
校
で
す
。
学
校
設
立
は
大
正
15

年
（
1
9
2
6
）
1
月
。
今
年
度
で

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

桜
丘
高
校
の
学
生
数
や
学
科・
コ
ー
ス

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
学
年
が
約
6
0
0
人
、
全
校
生
徒

数
1
8
0
0
人
を
超
え
る
比
較
的
大
き

な
私
立
高
校
で
す
。

今
年
4
月
に
学
科
・
コ
ー
ス
の
改
定

を
行
い
、
普
通
科
・
普
通
コ
ー
ス
と
普

通
科
・
文
理
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
制
と

し
ま
し
た
。
従
来
あ
っ
た
音
楽
科
は
、

文
理
コ
ー
ス
内
に
音
楽
専
攻
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
け
て
併
合
し
ま
し
た
。

普
通
コ
ー
ス
と
文
理
コ
ー
ス
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

普
通
コ
ー
ス
は
、
勉
強
も
部
活
・
自

主
活
動
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
コ
ー
ス

で
す
。
全
校
生
徒
の
8
割
が
普
通
コ
ー

学校法人桜丘学園

理事長 満田 康一 氏

桜丘学園1号館

ス
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
2
年
生
以
降

は
、
希
望
者
を
集
め
た
「
学
習
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ス
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
副

教
材
な
ど
で
学
科
内
容
に
深
く
取
り
組

み
ま
す
。

文
理
コ
ー
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
特
進
ク

ラ
ス
で
、
受
験
に
重
き
を
置
い
て
い
ま

す
。
教
科
書
も
高
度
な
内
容
の
も
の
を

用
い
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
企
業
探
究

や
国
際
貢
献
事
業
な
ど
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
、
物
事
に
対
す
る
幅
広

い
視
野
を
身
に
付
け
る
よ
う
促
し
て
い

ま
す
。

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
、
部
活
動
に

励
ん
で
い
る
子
も
多
く
い
ま
す
。

大
学
進
学
率
は
い
か
が
で
す
か
。

7
割
超
が
4
年
制
大
学
に
進
学
し
て

い
ま
す
。
1
割
強
が
短
大
・
専
門
学
校

へ
進
学
、
約
1
割
が
就
職
し
ま
す
。

国
立
大
学
で
は
名
古
屋
大
学
、
愛
知

教
育
大
学
、
静
岡
大
学
な
ど
、
私
立
大

学
で
は
南
山
大
学
、
立
命
館
大
学
な
ど

多
く
の
大
学
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
古
く
か
ら
愛
知
大
学

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

代
は
、
出
資
会
員
の
代
表
と
し
て
、
会

員
の
総
意
を
当
金
庫
の
経
営
に
反
映
す

る
重
要
な
役
割
を
担
う
。
任
期
は
3
年
で
、当
金

庫
の
総
代
数
は
2
0
9
名（
2
0
2
5
年
8
月
末

現
在
）。

　
本
シ
リ
ー
ズ
は
、2
0
2
5
年
に
総
代
に
選
出

さ
れ
た
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
。

総

学校概要
【名　称】学校法人桜丘学園（豊橋支店お取引先）
【所在地】愛知県豊橋市南牛川2丁目1-11
【生徒数】高校1,827名、中学260名（2025年4月現在）

経 歴
1978年生まれ。愛知県出身
1997年	 桜丘高校卒業
2002年	 明治学院大学卒業
同　  年	 桜丘高校に社会科教員として着任
2004年	 桜丘学園 事務局
2015年	 桜丘学園 事務局長就任
2017年	 桜丘学園 理事長就任
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と
提
携
し
て
お
り
、
毎
年
の
進
学
者

数
は
30
名
前
後
で
す
。
ま
た
、
愛
知

東
邦
大
学
や
中
部
大
学
と
も
提
携
し

て
い
ま
す
。

海
外
へ
の
語
学
研
修
旅
行
も
実
施
し
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

夏
休
み
期
間
に
希
望
者
を
対
象
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
へ

の
語
学
研
修
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
カ
イ
コ

ラ
イ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
公
立
学

校
と
1
9
8
8
年
か
ら
姉
妹
校
提
携
を

結
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
2
週
間
ほ
ど
学
校
に
通
い
、

現
地
の
高
校
生
た
ち
と
交
流
し
ま
す
。

同
校
と
は
1
年
間
の
長
期
留
学
制
度
も

設
け
て
い
ま
す
。
学
内
選
考
を
経
て
、

毎
年
数
名
の
生
徒
が
長
期
留
学
し
て
い

ま
す
。

カ
ナ
ダ
へ
の
語
学
研
修
は
2
0
2
4

年
か
ら
新
た
に
始
め
ま
し
た
。
提
携
先

の
語
学
専
門
学
校
で
3
週
間
の
研
修
を

行
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
特
化
し

た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
の
授
業
で
、
か
な

り
語
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

出
発
す
る
前
は
不
安
そ
う
な
顔
を
し

ニュージーランド語学研修旅行

て
い
た
生
徒
も
、
皆
満
足
し
た
表
情
で

帰
っ
て
き
ま
す
。
い
い
経
験
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
春
休
み
に
は
中
国
へ
の
研
修

旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

現
在
17
の
運
動
部
と
9
の
文
化
部
が

あ
り
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
、
柔
道
、

剣
道
女
子
、
卓
球
女
子
、
ダ
ン
ス
部
が

全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
初
め
て
和
太
鼓
部
が
全
国
大
会

へ
の
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

本
校
の
ダ
ン
ス
部
に
は
、
中
学
生
も

含
め
て
1
0
0
名
を
超
え
る
部
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
9
月
に
行
わ

れ
た
「
全
日
本
高
等
学
校
チ
ー
ム
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会
」
で
は
、
小
編
成
部
門

で
準
優
勝
、
大
編
成
部
門
で
優
勝
し
、

総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部

は
毎
年
、
豊
橋
駅
近
く
に
あ
る
芸
術
劇

場
「
P
L
A
T
」
で
自
主
公
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
、
2
時
間
半
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
ま
す
。
来
年
は
2
月
に
公
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

桜
丘
中
学
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

2
度
の
休
校
を
経
て
1
9
9
3
年
4

月
に
開
校
し
ま
し
た
。
桜
丘
高
校
と
道

を
挟
ん
だ
場
所
に
あ
り
ま
す
。
全
校
生

徒
数
は
2
6
0
名
。

愛
知
県
内
に
は
20
近
い
私
立
中
学
が

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
尾
張
・
名

古
屋
地
区
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
三
河

地
区
で
は
、
数
年
前
に
2
校
が
休
校
と

な
り
、
現
在
は
本
学
が
唯
一
の
私
立
中

学
で
す
。

高
校
へ
の
進
学
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

中
高
一
貫
で
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
内
部
進
学
し
ま
す
。
約
4
割
が

文
理
コ
ー
ス
、
5
割
が
普
通
コ
ー
ス
を

選
択
し
て
い
ま
す
。

授
業
に
は
ど
ん
な
特
長
が
あ
り
ま
す
か
。

公
立
中
学
校
と
比
較
し
て
1
・
3

～
1
・
5
倍
の
授
業
数
を
設
け
て
い

ま
す
。
特
に
数
学
や
英
語
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

ダンス部

表現学習ミュージカル

毎
朝
10
分
間「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・シ
ャ

ワ
ー
」
と
題
し
て
、
リ
ス
ニ
ン
グ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
講
師
の
英
語
を
楽
し
く
聞
く
こ

と
で
、
自
然
と
力
が
付
い
て
い
き
ま
す
。

中
学
の
修
学
旅
行
は
ソ
ウ
ル
に
行
く
と

伺
い
ま
し
た
。

愛
知
県
の
中
学
校
は
関
東
方
面
に
修

学
旅
行
に
行
く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
本
校
で
は
語
学
研
修
を
兼
ね
て

ソ
ウ
ル
に
行
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
団
体
行
動
で
各
地
を
巡

り
ま
す
が
、
行
程
の
一
部
に
自
由
行
動

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
班
ご
と
に
事

前
に
立
て
た
計
画
を
基
に
、
市
内
を
観

光
し
な
が
ら
決
め
ら
れ
た
ゴ
ー
ル
に
集

合
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
海
外
の
土
地
で
の
自
由

行
動
は
、
中
学
2
年
生
に
と
っ
て
は
な

か
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
経
験
だ
と

思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
高
校
の
修
学
旅
行
は

平
和
学
習
を
兼
ね
て
沖
縄
に
行
っ
て

い
ま
す
。

3
年
間
を
通
じ
て
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

制
作・発
表
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

中
学
生
は
、
心
身
共
に
成
長
過
程
に

あ
り
ま
す
。
多
感
な
時
期
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
土
台
作
り
と
し
て
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
制
作
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

台
本
の
作
成
か
ら
音
響
、
照
明
、

演
出
に
至
る
ま
で
、
全
て
生
徒
た
ち

で
行
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
な
っ

て
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
で
強

い
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
す
。
非
常
に

良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

三
河
地
区
唯
一の
私
立
中
学
校
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創
立
の
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。桜

丘
学
園
は
、
明
治
42
年

（
1
9
0
9
）
に
満
田
樹じ

ゅ
き
ち吉

・
オ
リ
ガ

夫
妻
が
裁
縫
塾
を
開
い
た
こ
と
に
端
を

発
し
ま
す
。

当
時
、
服
は
家
庭
で
仕
立
て
る
の
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
高
等
女
学

校
で
英
語
や
数
学
を
学
ん
で
も
、
生
活

に
必
要
な
裁
縫
が
出
来
な
い
子
ど
も
が

多
か
っ
た
の
で
す
。
裁
縫
を
習
い
に
来

る
女
子
が
多
か
っ
た
た
め
、
塾
は
発
展

し
ま
し
た
。
夫
妻
が
熱
心
に
教
育
し
た

こ
と
も
評
判
を
高
め
ま
し
た
。

裁
縫
の
仕
立
て
職
人
だ
っ
た
夫
妻

は
小
学
校
卒
で
し
た
。
学
歴
が
無
い

こ
と
で
多
く
の
苦
労
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
学
を
教
え
て
い
な
い
当
時

の
学
校
教
育
に
物
足
り
な
さ
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
動
機
か
ら
、

実
学
中
心
の
学
校
を
作
る
決
意
を
し

た
の
で
す
。
資
金
を
蓄
え
、
大
正
15

年
（
1
9
2
6
）
に
豊
橋
実
践
女
学

校
を
創
立
・
開
校
し
ま
し
た
。ギ
リ
シ
ャ

正
教
を
信
仰
し
て
い
た
夫
妻
は
、
キ

信
仰
・
希
望
・
愛　
ピ
ス
テ
ィ
ス・エ
ル
ピ
ス・ア
ガ
ペ
ー

リ
ス
ト
教
の
教
え
の
一
つ
で
あ
る
「
信

仰
・
希
望
・
愛
」
を
建
学
の
精
神
に

取
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
歩
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

開
校
し
て
か
ら
順
調
に
発
展
を
遂
げ

ま
し
た
が
、
1
9
4
5
年
6
月
の
豊
橋

空
襲
で
本
校
は
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
建
て
直
し
が
完
了
す
る
ま
で
の
4

年
ほ
ど
は
、
旧
陸
軍
の
兵
舎
や
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
の
聖
堂
を
借
り
て
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

1
9
5
7
年
に
男
子
部
を
開
設
、

1
9
6
3
年
に
音
楽
科
を
開
設
し
ま
し

た
。
1
9
7
1
年
に
は
、
学
校
名
を
現

在
の
桜
丘
高
等
学
校
に
変
更
し
て
い
ま

す
。
1
9
8
9
年
の
男
女
共
学
化
を
経

て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

実
は
昭
和
の
時
代
に
、
桜
丘
中
学
は

生
徒
募
集
難
か
ら
開
校
と
休
校
を
2
度

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
中
高
一
貫
教
育

を
志
向
し
て
い
た
学
園
に
と
っ
て
、

1
9
9
3
年
の
中
学
校
再
開
は
大
き
な

喜
び
で
し
た
。

今
後
の
学
園
の
方
向
性
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的

な
取
組
み
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
平
和

学
習
や
震
災
支
援
な
ど
の
社
会
貢
献
活

動
を
通
し
て
、
自
分
で
考
え
る
力
や
課

題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
主
性
を
身
に

付
け
る
サ
ポ
ー
ト
が
私
た
ち
の
役
目
で
す
。

県
立
校
と
は
一
味
違
っ
た
ス
タ
イ
ル

で
教
育
に
取
り
組
む
方
向
性
は
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
総
代
と
し
て
当
金
庫
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

お
か
し
ん
は
取
組
み
が
早
い
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
時
流
を
読
ん

で
、
新
た
な
こ
と
を
先
取
り
さ
れ
る
姿

勢
に
は
度
々
驚
か
さ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
今
後
も
不
透
明
な

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う

し
た
中
で
も
、
お
か
し
ん
に
は
引
き
続

き
地
域
経
済
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平和の塔

創立当時の校舎 満田樹吉 満田オリガ

記念会堂

ギリシャ正教を信仰していた樹吉・オリガ夫妻
　樹吉は旧岡崎藩士西山芳六の6人兄弟の4男であった。そ
のため、跡継ぎのいなかった満田家の養子となった。満田
家は医者家系であったが、樹吉は家業を継がず裁縫の仕立
て職人になった。ギリシャ正教を信仰し、信者の紹介でオ
リガと出会い、岡崎の教会で結婚した。
　オリガは知多の生まれで、父親は回船問屋を営んでいた。
父親が熱心なギリシャ正教の信者だった。「オリガ」という
名は洗礼名そのもので、その名を娘の名前とした。父親の
影響を受け、オリガも熱心に信仰した。

桜丘高校出身の主な著名人
● 大津美子（1938年生まれ）
	 歌手。代表曲に「ここに幸あり」がある。

● 北原ミレイ（1948年生まれ）
	 大津美子に憧れて歌手になる。代表曲は「石狩挽歌」。

● 谷本歩実（1981年生まれ）
	 元柔道家。63kg級アテネ五輪金メダル、北京五輪金
	 メダル。

● 加藤 ゆか（1986年生まれ）
	 元水泳選手。ロンドン五輪4×100mメドレーリレー	
	 銅メダル。得意種目はバタフライ。

裁縫塾開設時の教員

桜丘学園 100年のあゆみ

1909年	 豊橋市西八町に裁縫塾を開く

1926年	 豊橋実践女学校として発足

1931年	 豊橋高等実践女学校に名称変更
1948年	 桜ヶ丘高等学校となる
1951年	 学校法人桜ヶ丘学園に組織変更
1957年	 男子部を開設
1963年	 音楽科を開設
1971年	 桜丘高等学校に名称変更

1989年	 男女共学実施
1993年	 桜丘中学校再開
2005年	 本館新校舎竣工

2022年	 野球部専用グラウンド竣工
2025年	 桜丘学園100周年

明 治

大 正

昭 和

平 成

令 和

HISTORY OF THE  SAKURAGAOKA
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Wonderful WOMEN

佐
々
木
さ
ん
は
安
城
市
の
出
身
と
伺
い

ま
し
た
。

安
城
市
出
身
で
、
現
在
は
岡
崎
市
で

藍
染
を
し
て
い
ま
す
。「
天
然
灰
汁
発
酵

古
法
」
と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

伝
統
技
法
で
藍
の
色
を
出
し
て
い
ま
す
。

故
高
木
宏
子
先
生
が
工
房
に
し
て
い

た
「
藍ら

ん
べ
ん
し
ゃ

棉
舎
」
を
ア
ト
リ
エ
に
し
て
い

ま
す
。
高
木
先
生
は
、
三
河
木
綿
の
作

り
手
が
途
絶
え
た
中
で
「
手
織
り
三
河

木
綿
保
存
会
」を
立
ち
上
げ
た
方
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
個
展
を
開
か
れ
た

そ
う
で
す
ね
。

2
0
1
8
年
、
2
0
1
9
年
と
2
年

続
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
ー
ホ
ー
地

区
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
あ
る
ソ
ー
ホ
ー
地
区
は
、ア
ー

ト
の
中
心
地
区
で
す
。

ま
た
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
無
印
良
品
、
コ

ン
バ
ー
ス
の
ア
メ
リ
カ
最
大
店
舗
な
ど

内
外
で
作
品
展
を
開
催

国

ニューヨークのギャラリーでの個展の様子

も
あ
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
も
便
利
な
場

所
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個
展
を
開
催
さ
れ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
際
に
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
日

本
人
の
ご
夫
婦
と
知
り
合
い
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ご
夫
婦

は
お
仕
事
で
渡
米
さ
れ
て
以
来
50
年

ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
住
ま
い
だ

そ
う
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
真
っ
白
な

壁
と
昔
な
が
ら
の
レ
ン
ガ
の
壁
が
印
象

的
で
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
展
示

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
書
道

家
な
ど
日
本
人
の
作
品
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

お
陰
様
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展

は
大
変
好
評
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
中
断

し
て
い
ま
す
が
、
3
回
目
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Wonder fu l

か が や く ヒ ト

O
M

EN

愛知県安城市出身
2012年	 藍染工房 藍 で森下愛子氏より藍染めを学ぶ
2017年	 徳島県の本藍染矢野工場で、藍染師矢野藍秀氏より江戸時代から伝承され続けてきた「天然灰汁発酵古法」
	 による本藍染の技術を学ぶ
2018年	 ニューヨーク初個展
2019年	 現代クラフト展に出品
	 徳島県庁からの依頼を受け、藍を発信するイベントでトークショー及び出展
	 ２回目のニューヨーク個展
2020年	 徳島県庁からの依頼で東京ビックサイトにおいてギフトショー出展
2021年	 徳島県庁主催「藍魅力発信展覧会2021」へ出展
2022年	 文化庁開催の国民文化祭・美ら島おきなわ文化祭2022特別連携事業
	 徳島県庁「藍魅力発信展覧会2022」に作品出品、若手作家フォーラムに登壇
2020～2025年	 名古屋・有松で江戸時代から続く有松絞り開祖の竹田嘉兵衛商店 笹加で「藍染師 佐々木睦子作品展」
	 （有松・東京銀座の2か所で開催）
2025年	 安城市の「丈山苑」で作品展

伝
統
技
法「
天
然
灰
汁
発
酵
古
法
」で
藍
の
色
を
出
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展
な
ど
幅

広
く
活
躍
。

伝
統
技
法「
天
然
灰
汁
発
酵
古
法
」

で
藍
の
色
を
出
す

藍
染
師　

佐
々
木 

睦
子 

氏
（撮影者：ひぐちすず子）
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Wonderful WOMENWonderful WOMEN

有
松
の
竹
田
嘉
兵
衛
商
店
で
も
作
品
展

を
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

竹
田
嘉
兵
衛
商
店
は
、
江
戸
の
初
め

慶
長
13
年
か
ら
続
く
有
松
絞
り
の
開
祖

で
す
。
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
竹

田
邸
で
作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。

作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
す
か
。

イ
ン
テ
リ
ア
や
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
に

飾
る
も
の
に
加
え
、
実
際
に
身
に
着
け

る
ス
ト
ー
ル
や
シ
ャ
ツ
、
ワ
ン
ピ
ー
ス

を
作
っ
て
い
ま
す
。
若
い
女
性
が
日
常

的
に
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
に
エ
レ
ガ

ン
ト
な
仕
上
げ
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
年
、安
城
市
の「
丈
山
苑
」で
も
作
品

展
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
の
文
人
と
し
て
有
名

な
石
川
丈
山
が
京
都
一
乗
寺
に
詩
仙
堂

を
建
て
ま
し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生

誕
地
で
あ
る
安
城
市
に
再
現
し
た
の
が

丈
山
苑
で
す
。
美
し
い
庭
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
5
月
に
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
1
2
0
0
人
以
上
の

来
場
者
が
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。

徳�
島
県・阿
波
で
矢
野
藍
秀
氏
に
つ
い
て

藍
染
を
学
ぶ

「丈山苑」での作品展

い
つ
頃
か
ら
藍
染
を
は
じ
め
ら
れ
た
の

で
す
か
。

結
婚
し
て
か
ら
茶
道
と
華
道
を
習
い

始
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
先
生
が
藍
染

を
し
て
い
た
の
で
す
。
先
生
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
も
っ
と
詳
し

く
伝
統
的
な
藍
染
を
知
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
藍
染
の
本
場
・
徳
島

を
代
表
す
る
藍
染
師
の
矢
野
藍
秀
氏
を

知
り
、
徳
島
ま
で
行
っ
て
弟
子
入
り
し

ま
し
た
。

ど
の
様
な
勉
強
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

「
藍
建
て
研
修
会
」
に
入
り
基
本
を

学
び
ま
し
た
。
藍
の
染
液
が
出
来
上
が

る
ま
で
、
10
日
間
ほ
ど
つ
き
っ
き
り
で

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
徳
島
で
藍
が
建
て
ら
れ

た
と
し
て
も
、
使
う
水
や
気
候
、
湿

度
な
ど
が
違
う
岡
崎
で
同
じ
よ
う
に

藍
が
建
て
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
住
む
土
地
で
、
実
際
に
藍
建

て
を
し
ま
す
。

毎
日
が
修
行
で
す
。
自
分
の
経
験
か

ら
得
た
も
の
を
持
っ
て
師
匠
の
所
へ
行

き
、
さ
ら
に
教
え
を
請
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
。

師
匠
の
矢
野
藍
秀
氏
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

師
匠
の
矢
野
は
、
阿
波
の
藍
染
を
代

表
す
る
藍
染
師
で
す
。
数
々
の
実
績
を

残
し
て
い
ま
す
。
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
八
重
の
桜
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
タ

イ
ト
ル
バ
ッ
ク
も
師
匠
の
作
品
で
す
。

な
お
、
徳
島
に
は
代
々
阿
波
藍
を

守
り
続
け
て
き
た
藍
師
の
佐
藤
家
が

あ
り
ま
す
。
藍
師
と
は
、
種
か
ら
藍

を
育
て
収
穫
し
た
葉
藍
を
発
酵
さ
せ

て
藍
の
染
料
を
作
る
職
人
の
こ
と
で

す
。
現
在
の
ご
当
主
の
佐
藤
好
昭
氏

は
佐
藤
家
20
代
目
。
19
代
目
の
佐
藤

昭
人
氏
は
日
本
で
唯
一
、
藍
師
と
し

て
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

徳
島・阿
波
が
藍
の
本
場
な
の
で
す
ね
。

藍
は
室
町
時
代
に
は
既
に
阿
波
国

（
徳
島
県
）
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
徳
島
藩
の
後
押
し
を
受

け
て
藍
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
綿
が
庶
民
に
ま
で
普
及
し
、
染

色
の
た
め
藍
の
需
要
が
爆
発
的
に
増
加

し
た
か
ら
で
す
。

徳
島
県
で
は
吉
野
川
流
域
で
藍
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
吉
野
川
は
暴
れ
川
で

波
が
藍
の
本
場

阿

し
た
。
台
風
に
よ
る
大
雨
で
た
び
た
び

洪
水
が
起
き
る
た
め
、
稲
作
に
は
不
向

き
だ
っ
た
の
で
す
。
一
方
、
台
風
が
来

る
前
に
刈
り
取
り
が
で
き
る
藍
の
栽
培

に
は
適
し
て
い
ま
し
た
。
藍
栽
培
が
推

奨
さ
れ
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。　

明
治
以
降
の
藍
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

日
本
の
藍
生
産
は
、
明
治
時
代
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治
36
年

（
1
9
0
3
）
に
は
徳
島
県
の
藍
栽
培

面
積
は
1
万
5
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
イ
ン

ド
か
ら
の
沈
殿
藍
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
合
成
染
料
が
入
り
、
天
然
染
料
は
一

気
に
衰
退
し
ま
し
た
。
化
学
染
料
は
安

価
で
、
ど
ん
な
色
で
も
簡
単
に
出
せ
る

う
え
、
直
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
藍
は
種
か
ら
育
て
、
1
年

寝
か
せ
て
発
酵
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
量
産
も
で
き
な
い
た
め
、
化
学

染
料
に
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
6
5
年
の
徳
島
県
の
藍
栽
培
面

積
は
わ
ず
か
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
ピ
ー
ク

時
の
0
・
0‌

3
％
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。

直
近
の
2
0
2
4
年
度
は
、
少
し
盛
り

返
し
て
18
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
全

国
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
藍
の
7
割
が
徳

島
県
。
藍
師
は
、
か
つ
て
4
2
6
名
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
5
名
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
達
が
藍
産

業
を
支
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

大
変
厳
し
い
で
す
ね
。

特
に
戦
争
中
は
危
機
的
な
状
況
で
し

た
。
藍
が
栽
培
禁
止
作
物
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
藍
よ
り
も
食
料
に
な

る
も
の
を
作
れ
と
い
う
こ
と
で
、
取
り

締
ま
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
藍
は
1
年

草
な
の
で
、
種
を
毎
年
作
っ
て
い
な
い

限
り
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、先
程
お
話
し
た
、佐
藤
家
が
こ
っ

そ
り
と
藍
を
栽
培
し
て
い
た
の
で
す
。　

現
在
、
私
た
ち
は
佐
藤
家
が
繋
い
で
く

れ
た
藍
を
使
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
希
望
も
見
え
ま
す
。
近
年
は
、
伝

統
的
な
藍
染
や
自
然
素
材
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
県
も
藍
文
化

の
継
承
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

生育した蓼藍

本藍染浴衣　巻き縫い立湧紋
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Wonderful WOMEN

藍
染
に
は
蒅す
く
もを

使
う
と
聞
き
ま
し
た
。

蒅
は
、
藍
の
乾
燥
葉
を
発
酵
さ
せ
て

堆
肥
状
に
し
た
も
の
で
す
。
蓼た

で
あ
い藍

の

種
か
ら
葉
を
育
て
、
乾
燥
さ
せ
た
葉

に
水
を
打
っ
て
「
切
り
返
し
」
と
呼

ば
れ
る
作
業
を
繰
り
返
し
、
1
0
0

日
ほ
ど
か
け
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
徳
島

県
、
北
海
道
、
青
森
県
な
ど
で
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
藍
染
師
は
、

藍
師
か
ら
大
切
な
蒅
を
受
け
取
り
染

め
を
行
う
の
で
す
。

「
天
然
灰
汁
発
酵
古
法
」の
仕
法
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

藍あ
い
が
め甕

の
中
に
、
蒅
と
灰
汁
を
入
れ
て

発
酵
さ
せ
、
染
液
を
作
る
の
が
、「
天

然
灰
汁
発
酵
古
法
」
で
す
。

藍
甕
は
、
徳
島
県
の
大
谷
焼
を
使
っ

て
い
ま
す
。
陶
器
は
呼
吸
し
て
お
り
、

酸
素
が
甕
に
入
り
ま
す
。
土
の
成
分

も
発
酵
に
影
響
し
ま
す
。
1
石
5
斗
、

約
2
8
0
リ
ッ
ト
ル
の
藍
甕
に
蒅
と
灰

汁
を
入
れ
ま
す
。
灰
汁
は
、
藍
の
鮮
や

か
な
色
を
引
き
出
す
た
め
に
欠
か
せ
ま

天�

然
灰
汁
発
酵
古
法
」に
よ
る
藍
建
て

の
仕
法

「

せ
ん
。

な
お
、
灰
汁
を
作
る
だ
け
で
1
週
間

以
上
か
か
り
ま
す
。
灰
に
お
湯
を
入
れ

て
攪
拌
し
、
上
澄
み
の
灰
汁
を
取
り
ま

す
。
濃
い
灰
汁
と
薄
い
灰
汁
を
使
い
分

け
て
色
を
引
き
出
し
ま
す
。

甕
の
中
で
蒅
に
い
る
微
生
物
が
発
酵
を

促
す
の
で
す
か
。

そ
の
通
り
で
す
。
染
液
の
温
度
を
28

度
に
保
つ
よ
う
に
温
度
管
理
し
ま
す
。

ま
た
、
1
日
4
回
、
朝
と
昼
、
夕
方
、

夜
に
染
液
を
撹
拌
し
ま
す
。
こ
れ
を

1
週
間
ほ
ど
続
け
ま
す
。
そ
の
間
は

つ
き
っ
き
り
で
外
出
も
ま
ま
な
り
ま

せ
ん
。

2
日
目
に
は
「
具
入
れ
」。
日
本
酒

と
石
灰
を
入
れ
ま
す
。
日
本
酒
は
微
生

物
の
栄
養
。
さ
ら
に
、
若
い
藍
の
液
を

「
さ
そ
い
藍
」
と
し
て
入
れ
ま
す
。
発

酵
し
易
く
す
る
た
め
で
す
。

発
酵
を
始
め
た
段
階
で
石
灰
を
入
れ

る
の
が
「
中な

か
い
し石

」。
さ
ら
に
灰
汁
を
注

ぎ
足
す
「
灰
汁
上
げ
」
を
行
い
、
発

酵
の
ピ
ー
ク
で
石
灰
を
入
れ
る
の
が

「
止と

め
い
し石

」
で
す
。
藍
建
て
が
完
成
す
る

と
フ
ワ
フ
ワ
の
「
藍
の
華
」
が
で
き
ま

す
。
大
変
な
作
業
で
す
が
、
仕
上
が
っ

た
状
態
は
素
晴
ら
し
く
美
し
く
、
迫
力

が
あ
り
ま
す
。
実
物
を
お
見
せ
で
き
な

い
の
が
残
念
で
す
。

藍�

四
十
八
色
。

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
を
世
界
に

染
め
の
仕
方
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

甕
の
中
に
布
を
入
れ
て
染
め
ま
す
。

1
回
1
分
か
ら
3
分
ぐ
ら
い
。
そ
の
布

を
染
液
か
ら
引
き
上
げ
、
液
を
絞
っ
て

空
気
中
で
酸
化
さ
せ
て
発
色
さ
せ
ま

す
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
染
め
重

ね
る
こ
と
で
色
は
濃
く
な
り
ま
す
。
こ

の
技
法
で
染
め
た
藍
染
は
堅
ろ
う
度
が

高
く
、
洗
っ
て
も
色
落
ち
し
に
く
い
の

で
す
。

藍
は
四
十
八
色
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
濃
い
も
の
か
ら
薄
い
も
の
ま
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
も
付
い
て
い

ま
す
。
薄
い
色
で
甕か

め
の
ぞ
き覗

、
白し

ら
あ
い藍

、
空
色
、

水み
ず
あ
さ
ぎ

浅
葱
な
ど
。
そ
の
一
つ
で
濃
い
目
の

紺
色
が
藍
色
や
勝か

ち
い
ろ色

で
す
。

絞
り
の
手
法
も
あ
り
ま
す
ね
。

甕
の
中
に
布
を
入
れ
る
時
、
糸
で
く

く
り
絞
っ
た
所
は
染
ま
り
ま
せ
ん
。
染

め
終
わ
っ
て
、
く
く
っ
た
糸
を
取
り
除

き
布
を
広
げ
る
と
染
ま
る
所
と
染
ま
ら

な
い
所
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
応
用
し

た
の
が
有
松
絞
り
。
江
戸
時
代
か
ら
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
藍
と
共
に
繁
栄
し

た
伝
統
工
芸
で
す
。

染
液
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
使
え
る
の

で
す
か
。

染
め
物
の
量
や
藍
の
状
態
に
も
よ
り

ま
す
が
、
半
年
か
ら
1
年
で
す
。
私
た

ち
藍
染
師
の
仕
事
の
中
で
最
も
難
し
い

の
は
染
液
の
管
理
で
す
。
藍
は
生
き
て

い
ま
す
。
一
甕
一
甕
が
一
期
一
会
な
の

で
す
。
ひ
と
か
け
ら
の
蒅
も
無
駄
に
す

染液に浮かぶ『藍の華』

る
な
と
師
匠
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

藍
色
は
日
本
人
の
生
活
に
深
く
繋
が
っ

て
き
ま
し
た
。

明
治
初
期
、
イ
ギ
リ
ス
の
化
学
者
が

日
本
に
来
た
時
、
一
面
藍
で
し
た
。
着

物
や
暖
簾
は
藍
、
布
団
も
藍
。
あ
ち
こ

ち
で
目
に
す
る
濃
い
青
を
「
ジ
ャ
パ
ン

ブ
ル
ー
」
と
呼
び
ま
し
た
。
2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
エ
ン

ブ
レ
ム
で
も
藍
色
の
市
松
模
様
が
モ

チ
ー
フ
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
機
に
、
日
本
の
藍
が
再
び
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
藍
染
師
と
し
て
藍
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

1日 4回、染液を攪拌する

「
止
石
」

発
酵
の
ピ
ー
ク
で

石
灰
を
入
れ
る

「
灰
汁
上
げ
」

藍
甕
の
口
ま
で

灰
汁
を
注
ぎ
足
す

「
中
石
」

発
酵
が
始
ま
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で

石
灰
を
入
れ
る

藍
甕
に
蒅
と

灰
汁
を
入
れ
る

「
具
入
れ
」

日
本
酒
と
石
灰
、

さ
そ
い
藍
を

入
れ
る

「藍建て」の流れ



過
去
五
世
紀
の
歴
史
の
教
訓

日
本
で
は
中
央
官
庁
や
大
手
マ
ス
コ

ミ
等
、
社
会
に
影
響
力
を
持
つ
人
た
ち

が
、
過
去
五
世
紀
間
の
国
際
政
治
史
を

深
く
勉
強
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
多

く
は
、「
米
中
、
日
米
、
日
中
の
ビ
ジ

ネ
ス
関
係
が
良
好
に
発
展
し
て
い
け

ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
互
依
存
関
係
が

構
築
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
諸
国
が
戦
争
す

る
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
楽
観

的
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ

は
誤
っ
た
見
方
で
す
。
過
去
五
世
紀
間

の
世
界
史
は
そ
の
よ
う
に
動
い
て
い
ま

勢バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー

力
均
衡
外
交
の

歴
史
に
学
ぶ

せ
ん
。
過
去
五
世
紀
の
国
際
政
治
を
動

か
し
て
き
た
最
大
の
要
因
は
バ
ラ
ン

ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
（
勢
力
均
衡
）
の

原
理
で
あ
り
、
商
業
的
な
依
存
関
係
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。

例
え
ば
16
世
紀
の
前
半
期
、
イ
タ
リ

ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
等
を
支
配
す
る
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
フ
ラ
ン
ス
帝
国
が
、

長
期
間
の
「
イ
タ
リ
ア
戦
争
」
を
闘
い

ま
し
た
。
こ
の
闘
争
で
優
位
に
立
っ
た

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
16
世
紀
後
半
か

ら
17
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
圧
倒
的
な

勢
力
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
ド
イ
ツ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

等
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
包
囲
網
を

作
っ
て
「
30
年
戦
争
」（
1
6
1
8
～

1
6
4
8
）
を
闘
っ
た
の
で
す
。
世
界

史
の
教
科
書
に
は
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
勢
力
と
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
争
い
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
長

期
戦
の
本
質
は
、
熾
烈
な
覇
権
闘
争
で

し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
帝
国
で
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ス
が
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国

と
協
力
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
の
覇
権
を
封
じ
込
め
た
の

で
す
。
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
戦
い

で
は
な
く
、
欧
州
に
お
け
る
新
し
い
バ

ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
の
構
築
を
目

指
す
動
き
で
し
た
。

繰
り
返
さ
れ
る
勢
力
均
衡
の
動
き

17
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス

の
ル
イ
14
世
が
巨
大
な
帝
国
を
作
っ

ビスマルク

て
、
欧
州
全
域
を
支
配
し
よ
う
と
し
ま

す
。
す
る
と
今
度
は
18
世
紀
中
頃
ま

で
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
フ
ラ
ン

ス
帝
国
を
封
じ
込
め
る
た
め
の
諸
戦
争

を
闘
っ
た
の
で
す
。

18
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
・
七
年
戦
争

は
、
そ
の
た
め
の
覇
権
闘
争
で
し
た
。

当
時
の
親
フ
ラ
ン
ス
勢
力
と
親
イ
ギ
リ

ス
勢
力
は
、
ほ
ぼ
均
衡
し
た
状
態
で
し

た
。
し
か
し
18
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
革

命
（
1
7
8
9
～
1
7
9
9
）
が
起
き

ま
し
た
。
革
命
政
府
は
国
民
皆
兵
制
を

採
用
し
ま
す
。
伝
統
的
に
傭
兵
を
使
っ

て
き
た
他
の
諸
国
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
軍
は
圧
倒
的
に
優
位
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は

7
回
も
フ
ラ
ン
ス
包
囲
網
を
作
り
（
ロ

シ
ア
軍
ま
で
こ
の
包
囲
戦
に
参
加
し

て
）、
漸
く
1
8
1
4
年
（
ナ
ポ
レ
オ

ン
退
位
）、
フ
ラ
ン
ス
を
封
じ
込
め
た

の
で
す
。

賢
人
政
治
家
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
ビ
ス
マ

ル
クそ

の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
非
常
に

賢
い
外
交
家
が
二
人
続
い
て
出
現
し
ま

し
た
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
ビ
ス
マ
ル
ク

で
す
。

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
1
8
1
5
年
か
ら

1
8
4
8
年
ま
で
「
ウ
ィ
ー
ン
体
制
」

を
作
っ
て
、
欧
州
の
勢
力
均
衡
を
維
持

し
ま
し
た
。
1
8
4
8
年
の
欧
州
諸
国

の
革
命
騒
ぎ
に
よ
っ
て
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

が
失
脚
し
た
後
、
1
8
6
2
年
に
元
外

交
官
の
ビ
ス
マ
ル
ク
が
プ
ロ
イ
セ
ン
首

相
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
1
8
6
4
年
、

66
年
、
70
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
三
戦
争
に
勝

利
し
て
、
ド
イ
ツ
を
統
一
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
三
十
数
ヵ
国
に
分
裂
し
て
い

た
ド
イ
ツ
民
族
を
、
史
上
初
め
て
統
一

国
家
に
ま
と
め
た
の
で
す
。
ビ
ス
マ
ル

ク
の
非
常
に
賢
い
と
こ
ろ
は
、
強
引
で

狡
知
に
長
け
三
戦
争
に
勝
利
し
て
ド
イ

伊藤 貫（いとう かん）氏
1953 年生まれ。国際政治アナリス
ト。東京大学経済学部卒。アメリカ
のコーネル大学で国際政治学と外交
史を学ぶ。ワシントンのビジネス・
コンサルティング会社に、国際政治・
経済アナリストとして勤務。ワシン
トンに 30 年以上在住。
著書『自滅するアメリカ帝国―日本
よ、独立せよ』（文春新書）、『中国の
核戦力に日本は屈服する―今こそ日
本人に必要な核抑止力』（小学館）、『歴
史に残る外交三賢人―ビスマルク、
タレーラン、ドゴール』（中央公論新
社）など。

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
見
た
国
際
政
治

ツ
を
統
一
し
た
途
端
に
、「
も
う
こ
れ

以
上
、
戦
争
し
た
く
な
い
」
と
防
御
に

専
心
す
る
外
交
に
転
じ
た
こ
と
で
す
。

実
に
鮮
や
か
な
君
子
豹
変
ぶ
り
で
し
た
。

当
時
の
ド
イ
ツ
国
民
の
多
数
派
は
三

回
連
続
の
戦
勝
に
舞
い
上
が
っ
て
調
子

に
乗
り
、「
今
度
は
ロ
シ
ア
を
叩
き
の

め
せ
」
と
い
う
好
戦
的
な
ム
ー
ド
で
し

た
。
ド
イ
ツ
国
民
の
9
割
は
ロ
シ
ア
人

を
軽
蔑
す
る
反
露
派
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
傲
岸
な
性
格
の
く
せ
に
慎
重
で

用
心
深
い
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
た
っ
た
1

割
し
か
い
な
か
っ
た
親
露
派
の
立
場
を

堅
持
し
ま
し
た
。
彼
は
独
露
墺
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
に
よ
る
三
帝
同
盟
を
構
築

し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
帝
国
が
相
互
に

戦
争
で
き
な
い
外
交
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

た
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

彼
の
在
任
中
、
欧
州
諸
大
国
は
大
規
模

な
戦
争
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ス
マ
ル
ク
は
在
任
中
も
引
退
後

も
、「
ド
イ
ツ
は
絶
対
に
ロ
シ
ア
と
戦

争
し
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
ド
イ
ツ

が
対
露
戦
に
勝
て
る
軍
事
力
を
持
っ
て

も
、
ロ
シ
ア
と
戦
争
し
て
は
い
け
な
い
」

と
主
張
し
続
け
ま
し
た
。
地
政
学
的
に

見
て
ド
イ
ツ
は
、
大
国
ロ
シ
ア
と
一
旦

敵
対
関
係
に
入
っ
た
ら
、
決
し
て
安
定

し
た
外
交
関
係
を
維
持
で
き
な
い
か
ら

で
す
。

し
か
し
ビ
ス
マ
ル
ク
後
の
ド
イ
ツ
人

は
、
彼
の
教
訓
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ツ
首
相
は
、

「
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
に
備
え
て
、
軍
備

を
強
化
せ
よ
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

単
純
な
反
露
政
策
を
唱
え
る
メ
ル
ツ

は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
外
交
の
教
訓
を
忘
れ

た
よ
う
で
す
。
メ
ル
ツ
は
バ
ラ
ン
ス
・

オ
ブ
・
パ
ワ
ー
外
交
を
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
。
10
年
後
も
20
年
後
も
ド
イ
ツ
政

府
が
現
在
の
よ
う
に
独
露
関
係
を
悪
化

さ
せ
る
政
策
を
続
け
る
の
な
ら
、中
欧
・

東
欧
地
域
の
不
安
定
性
は
ま
す
ま
す
顕

著
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
拡
張
政
策
が
第
一
次
世
界
大

戦
を
惹
き
起
こ
し
た

1
8
9
0
年
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
と
虚
栄
心
に
満
ち
た

若
い
国
王
が
、
老
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
を

解
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
は
、

ビ
ス
マ
ル
ク
統
治
の
お
か
げ
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
強
の
陸
軍
国
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
「
覇
気
に
満
ち
て
勇
ま

し
い
」
若
き
国
王
は
、
そ
れ
だ
け
で
は

満
足
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
は
、

海
軍
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
大
英
帝
国
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ド
イ
ツ
海
軍
が
欲

し
か
っ
た
。
彼
の
唱
え
る
「
世
界
政
策
」

の
も
と
、
ド
イ
ツ
は
海
軍
大
増
強
策
を

開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
怯
え
た
英
仏
露
は
、
ド
イ
ツ

を
封
じ
込
め
る
た
め
の
三
国
協
商
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
軍
拡
競
争
は

結
局
、
1
9
1
4
年
の
第
一
次
世
界
大

戦
を
惹
き
起
こ
し
た
の
で
す
。
大
胆
で

慎
重
な
ビ
ス
マ
ル
ク
と
は
正
反
対
の
こ

と
を
や
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
を
惹
き

起
こ
し
た
の
が
、「
勇
ま
し
い
戦
士
」

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
で
し
た
。

成
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
国
際
連
盟

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
主
導
し
た
「
国

際
連
盟
」
が
主
柱
で
す
。「
国
際
連
盟

に
お
い
て
諸
国
が
議
論
し
て
、
投
票
を

行
え
ば
、
国
際
紛
争
は
な
く
な
る
だ
ろ
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戦時下のウクライナ・キーウ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

冷
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
19
世
紀

の
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
や
ビ
ス
マ
ル
ク
の
よ

う
な
知
恵
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
ア

メ
リ
カ
は
、
賢
明
な
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・ 

パ
ワ
ー
外
交
を
実
行
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
最
近
30
年
の
ア
メ
リ
カ
は

傲
慢
で
近
視
眼
的
な
覇
権
主
義
外
交
を

実
行
し
て
、
欧
州
・
中
東
・
中
央
ア
ジ

ア
地
域
で
失
敗
を
繰
り
返
し
て
き
た
の

で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
ひ
た
す
ら
盲
従
す
る
日
本

の
官
僚
た
ち

私
は
日
本
の
外
交
と
防
衛
政
策
を
担

う
官
僚
に
対
し
て
批
判
的
で
す
。
彼
ら

が
国
際
政
治
学
の
リ
ア
リ
ス
ト
学
派
、

過
去
五
世
紀
の
国
際
政
治
史
、
核
戦
略

理
論
、
マ
ク
ロ
経
済
学
等
を
、
本
当
に

理
解
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で

す
。「
知
的
探
求
心
を
持
ち
、
自
分
の

頭
を
使
っ
て
自
分
で
勉
強
し
、
自
ら
の

国
際
政
治
構
想
を
考
え
て
み
る
」
と
い

う
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
の
官
僚
が
あ

ま
り
に
も
多
い
の
で
す
。

東
大
卒
の
い
わ
ゆ
る
「
秀
才
エ
リ
ー

ト
」
に
は
、
単
に
欧
米
諸
国
の
「
模
範

解
答
」
を
そ
の
ま
ま
表
面
的
に
猿
真
似

し
て
い
る
だ
け
の
人
が
あ
ま
り
に
も
多

い
。
私
は
当
地
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
日
本

の
官
僚
と
議
論
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
主
張

に
盲
目
的
に
追
従
す
る
だ
け
で
す
。

1
9
9
2
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
政
府

が
、
ま
る
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
よ

う
な「
野
心
に
満
ち
た
世
界
制
覇
政
策
」

を
実
行
し
て
き
た
の
に
、
そ
の
こ
と
に

疑
問
を
抱
く
日
本
の
官
僚
は
き
わ
め
て

稀
な
の
で
す
（
駐
米
大
使
を
務
め
ら
れ

た
村
田
良
平
さ
ん
は
例
外
で
し
た
。
彼

の
『
村
田
良
平
回
想
録
・
下
巻
』
を
お

薦
め
し
ま
す
）。

日
本
の
「
エ
リ
ー
ト
」
の
多
く
は
ア

メ
リ
カ
外
交
の
決
ま
り
文
句
、
す
な
わ

ち
「
ア
メ
リ
カ
は
自
由
主
義
陣
営
の
指

導
者
で
あ
り
、
世
界
に
自
由
と
民
主
主

義
を
広
め
る
外
交
・
軍
事
政
策
を
実
行

し
て
い
る
。
他
方
ロ
シ
ア
は
、
プ
ー
チ

ン
の
も
と
で
権
威
主
義
体
制
を
強
化
し

て
い
る
。
G‌

7
を
筆
頭
と
す
る
自
由
主

義
陣
営
が
ロ
シ
ア
を
追
い
詰
め
て
い
く

の
は
当
然
だ
」
と
い
う
皮
相
な
理
屈
を

信
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
国
際
政
治
学
リ
ア
リ
ス
ト

学
派
や
過
去
五
世
紀
の
国
際
政
治
史

（
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
外
交
の

歴
史
）
に
関
し
て
、
あ
ま
り
に
も
無
知

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
リ
ア
リ
ス

ト
派
の
学
者
や
思
想
家
（
例
え
ば
モ
ー

ゲ
ン
ソ
ー
、ケ
ナ
ン
、キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、

ウ
ォ
ル
ツ
、
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
等
）
の

著
作
を
、
彼
ら
は
じ
っ
く
り
熟
読
・
熟

考
し
て
い
な
い
。
典
型
的
な
日
本
の「
エ

リ
ー
ト
」
は
、「
ア
メ
リ
カ
が
勢
力
圏

を
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
く
な
ら
、

日
本
は
そ
れ
に
便
乗
し
て
い
け
ば
良

い
じ
ゃ
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
に
欧
州
・

中
東
・
ア
ジ
ア
三
地
域
の
覇
権
を
握
っ

て
も
ら
い
、
我
々
日
本
人
は
ア
メ
リ

カ
に
庇
護
さ
れ
て
生
き
延
び
れ
ば
良

い
の
だ
」
と
単
純
に
信
じ
込
ん
で
い

ま
す
。

し
か
も
彼
ら
は
、
核
戦
略
理
論
を
真

剣
に
勉
強
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、「
ア

メ
リ
カ
が
日
本
を
守
る
た
め
、
い
ざ
と

な
れ
ば
中
国
・
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
と
核

ミ
サ
イ
ル
の
撃
ち
合
い
を
決
行
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
ア
メ
リ
カ
様
の

『
核
の
傘
』
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
大

丈
夫
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
日

本
の
「
エ
リ
ー
ト
官
僚
」
の
不
勉
強
ぶ

り
は
酷
い
も
の
で
す
。（
勿
論
、
日
本

の
左
翼
や
言
論
界
の
不
勉
強
ぶ
り
も
酷

い
で
す
。）

意
図
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
惹
き
起

こ
し
た
ア
メ
リ
カ
外
交

ア
メ
リ
カ
外
交
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権

時
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
利
用
し

て
ロ
シ
ア
を
追
い
つ
め
て
い
く
こ
と
を

構
想
し
て
い
ま
し
た
。
1
9
9
2
年
か

ら
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
安
全
保
障
補

佐
官
だ
っ
た
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
や
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
の
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
務
長

官
ら
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
利
用

し
て
、
ロ
シ
ア
を
窮
地
に
追
い
込
ん
で

い
く
」
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
し
た
。

（
こ
れ
に
関
し
て
興
味
の
あ
る
方
は
、

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
『
西
洋
の
敗

北
』、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
パ
ノ
フ
大
使
・

東
郷
和
彦
大
使
の
共
著
『
現
代
の
「
戦

争
と
平
和
」』
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。）

ロ
シ
ア
の
文
豪
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ィ
ン

は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
、
レ
ー
ニ

ン
が
ロ
シ
ア
民
族
に
対
し
て
仕
掛
け
た

時
限
爆
弾
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
境
線
を

決
め
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
革
命
家
で

あ
っ
た
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
で
す
。

彼
ら
が
1
9
2
2
年
、
ソ
連
邦
内
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
国
境
線
を
引
い
た

時
、
彼
ら
は
意
図
的
に
広
大
な
ロ
シ
ア

人
居
住
地
域
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
編
入
し

ま
し
た
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
東

部
は
、
18
世
紀
中
頃
か
ら
ロ
シ
ア
人
が

多
数
派
だ
っ
た
地
域
で
す
。
こ
の
地
域

を
ソ
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
に
組

み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
意
図

的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ロ
シ
ア
人
が
い

が
み
合
い
を
続
け
る
新
共
和
国
を
作
っ

た
の
で
す
。

だ
か
ら
1
9
9
1
年
末
の
ソ
連
崩
壊

後
、
14
世
紀
以
来
初
め
て
独
立
を
獲
得

し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
域
で
、
ロ
シ
ア
人

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
関
係
が
着
々
と
悪

化
し
て
い
っ
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い

の
で
す
。
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ィ
ン
が
予
告

し
た
通
り
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
、

レ
ー
ニ
ン
が
仕
掛
け
た
時
限
爆
弾
」
の

爆
発
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
か
ら
バ
イ
デ
ン
政

権
ま
で
の
30
年
間
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省

と
C
I
A
と
「
ネ
オ
コ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
親
イ
ス
ラ
エ
ル
派
の
活
動
家
・
金

融
業
者
た
ち
は
、
新
し
く
で
き
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
利
用
し
て
、
ロ
シ
ア
を
窮
地

に
追
い
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
領
域
に
は
、
約
1
2
0
0
万

人
の
ロ
シ
ア
系
住
民
が
取
り
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
こ
れ
ら

多
数
の
ロ
シ
ア
系
住
民
を
見
捨
て
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
利

用
し
て
、
欧
米
諸
国
の
政
府
と
マ
ス
コ

ミ
は
「
民
主
主
義
を
希
求
す
る
素
晴
ら

し
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
、
抑
圧
的
な
権

威
主
義
体
制
の
復
活
を
望
む
邪
悪
な
ロ

シ
ア
人
の
対
決
」
と
い
う
勧
善
懲
悪
の

ス
ト
ー
リ
ー
（
お
話
し
）
を
拡
散
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

米
国
務
省
と
C
I
A
が
主
導
し

た
2
0
0
4
年
の
オ
レ
ン
ジ
革
命
、

2
0
0
8
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
N
A
T
O
体
制
に
組
み

込
む
」
決
定
、
2
0
1
4
年
の
マ
イ
ダ

ン
革
命
と
呼
ば
れ
る
国
務
省
と
C
I
A

に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
（
親
露
派
ヤ
ヌ

コ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
の
国
外
追
放
）、

2
0
1
5
年
か
ら
2
0
2
1
年
ま
で
続

い
た
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
C
I
A
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
増
強
と
対
露
戦
争
の
準

備
等
々
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
を
利
用
し
て
、
ロ
シ
ア
を

窮
地
に
追
い
込
む
」
と
い
う
長
期
戦

略
を
着
々
と
実
施
し
て
き
た
の
で
す
。

（
紙
面
の
制
約
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
外

交
工
作
を
詳
述
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

YouTubeの
「
伊
藤
貫
セ
ミ
ナ
ー
」

と
「
伊
藤
貫
の
真
剣
な
雑
談
」
に
載
せ

た
ロ
シ
ア
問
題
解
説
を
御
覧
く
だ
さ
い
。）

キーウ

ルハーンシク州
ハルキウ州

ドネツィク州
ドニプロペトロウシク州

ザポリージャ州

ヘルソン州

クリミア自治共和国

オデーサ州

セヴァストポリ

スームィ州

ポルタヴァ州

チェルニーヒウ州

ムィコラーイウ州

キーウ州

チェルカースィ州
ヴィーンヌィツャ州

ジトーミル州

リウネ州
ヴォルィーニ州

リヴィウ州

テルノーピリ州
フメリニツキー州

チェルニ
ウツィー州

ザカルパッチャ州

イヴァーノ＝
フランキーウシク州

キロヴォフラード州

モルドバ

スロバキア

ロシア

ルーマニア

ハンガリー

ポーランド

ベラルーシ

ウクライナの地図
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米
中
関
係
は
、

中
国
の
方
が
一
枚
上

米
中
関
係
は
中
国
の
方
が
一
枚
上
。国

家
の
大
戦
略（
グ
ラ
ン
ド・
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
）を
描
く
の
が
上
手
い
中
国

過
去
60
年
の
米
中
関
係
に
つ
い
て
言

え
ば
、
中
国
の
方
が
一
枚
上
で
す
。

国
家
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
戦
略

を
「
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
と

言
い
ま
す
。
国
家
の
サ
バ
イ
バ
ル
と
成

功
を
企
画
す
る
大
戦
略
で
す
。
中
国

は
約
2
5
0
0
年
前
の
春
秋
戦
国
時
代

か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を

構
想
す
る
能
力
が
極
め
て
優
れ
て
い
ま

す
。
漢
や
唐
、
明
や
清
は
、
い
ず
れ

も
大
帝
国
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
が
過

去
に
幾
つ
も
の
大
帝
国
を
作
っ
て
き
た

の
は
、
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

た
ち
の
国
を
作
っ
て
か
ら
一
番
短
い
時

期
で
50
年
く
ら
い
、
長
い
時
は
1
5
0

年
も
か
け
て
、
彼
ら
は
帝
国
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
国
際
情
勢
に
辛
抱
強
く

対
応
し
な
が
ら
中
国
の
支
配
領
域
を
拡

張
し
、
何
度
も
世
界
一
の
大
帝
国
を
作

り
上
げ
た
の
で
す
。
さ
す
が
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
と
並
ぶ
世
界
の
戦
略
家
・
孫

子
を
生
ん
だ
国
で
す
。
決
し
て
侮
る
べ

き
民
族
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
保
守
派
に
は
中
国
に
対
し
て

侮
蔑
的
な
態
度
を
と
る
人
が
と
て
も
多

い
。
し
か
し
長
期
間
、
欧
米
で
暮
ら
し

て
き
た
私
は
、
中
国
人
の
戦
略
能
力
・

冷
酷
さ
・
執
拗
な
忍
耐
力
と
意
志
力
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

5
回
に
わ
た
る
グ
ラ
ン
ド・
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
の
変
更

最
近
の
中
国
は
、
5
回
に
わ
た
っ

て
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
変
更

し
ま
し
た
。
1
9
7
2
年
、1
9
7
9
年
、

1
9
9
1
年
、2
0
0
8
年
、2
0
1
7
年

で
す
。
い
ず
れ
も
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
（
鮮

や
か
）
な
戦
略
転
換
で
し
た
。

中
国
の
胡
錦
濤
前
国
家
主
席
は
、「
世

界
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
状
況

が
変
わ
る
た
び
に
、
中
国
は
自
国
の
グ

ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
変
え
て
い

く
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
凄
い

で
す
ね
。
日
本
政
府
の
よ
う
に
安
易
に
、

「
一
回
、
戦
争
に
負
け
た
か
ら
、
今
後

は
ア
メ
リ
カ
に
し
が
み
つ
い
て
い
れ
ば

何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
き
た

国
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
の
で
す
。

1
9
7
2
年
の
米
中
国
交
正
常
化
へ
の

動
き（
１
回
目
の
戦
略
転
換
）

1
9
6
9
年
3
月
、
中
国
と
ソ
連
は

国
境
地
帯
で
激
し
く
武
力
衝
突
し
ま
し

た
。「
珍
宝
島
事
件
」
を
端
緒
と
し
た

中
ソ
国
境
紛
争
で
す
。
そ
の
際
ソ
連
は
、

多
数
の
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
中
ソ
国

境
地
帯
に
移
動
さ
せ
、
し
か
も
核
弾
頭

を
積
ん
だ
戦
略
爆
撃
機
で
中
国
領
空
を

侵
犯
し
ま
し
た
。
露
骨
な
ニ
ュ
ー
ク
リ

ア
・
ブ
ラ
ッ
ク
メ
ー
ル
（
核
戦
力
に
よ

る
恫
喝
）
で
す
。
そ
し
て
外
国
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
、「
ソ
連
は
、
核
兵
器

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
中
国
を
処
罰

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
報
道
さ
せ
ま

し
た
。

当
時
の
中
国
は
、
1
9
6
4
年
に
最

初
の
核
実
験
を
行
っ
た
ば
か
り
の
段
階

で
す
。
ソ
連
軍
に
対
し
て
実
際
に
使
用

で
き
る
核
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
ソ

連
は
既
に
3
万
発
の
核
弾
頭
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
全
く
勝
負
に
な
ら
な
い
状

況
で
す
。
中
国
は
、
ソ
連
の
核
恫
喝
に

屈
服
し
ま
し
た
。
同
年
9
月
、
周
恩
来

首
相
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
コ
ス
イ
ギ

ン
首
相
と
協
議
し
、
ソ
連
を
懐
柔
し
ま

し
た
。

こ
の
時
、
毛
沢
東
と
周
恩
来
が
指
導

す
る
中
国
政
府
は
、
次
の
よ
う
に
考
え

ま
し
た
。「
ソ
連
ほ
ど
危
険
な
国
は
な

い
。
し
か
し
今
の
中
国
に
は
ソ
連
に
対

抗
す
る
力
は
な
い
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ

を
利
用
し
て
ソ
連
を
抑
止
・
牽
制
す
る

し
か
な
い
」。

1
9
6
9
年
か
ら
1
9
7
1
年
に
か

け
て
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
各
種
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
友
好
関
係
を
築
こ

う
と
工
作
し
ま
し
た
。
こ
の
誘
い
に

乗
っ
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
極
秘
に
訪

中
し
、
1
9
7
2
年
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
訪
中
が
実
現
し
た
の
で
す
。「
ア
メ

リ
カ
の
お
か
げ
で
世
界
平
和
が
達
成
で

き
る
。
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
国

は
な
い
」
と
、
当
時
の
中
国
政
府
は
ア

メ
リ
カ
を
徹
底
的
に
お
だ
て
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
「
中
国
を
援
助
し
て
強
く

す
れ
ば
、
中
国
は
ソ
連
に
対
す
る
対
抗

軸
と
な
り
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
国
益

に
な
る
」
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
米
中

国
交
正
常
化
に
よ
っ
て
巨
大
な
利
益
を

得
た
の
は
中
国
で
す
。
し
か
し
米
政
府

は
オ
バ
マ
政
権
中
頃
ま
で
、「
我
々
が

中
国
を
利
用
し
て
い
る
の
だ
」
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
。

1
9
7
9
年
の
鄧
小
平
に
よ
る
改
革
路
線

（
2
回
目
の
戦
略
転
換
）

鄧
小
平
に
と
っ
て
鬱
陶
し
い
存
在
で

あ
っ
た
毛
沢
東
が
1
9
7
6
年
に
死
去

し
ま
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
力
者

と
な
っ
た
鄧
小
平
は
、
賢
明
で
剛
毅
な

人
物
で
す
。
彼
は
、「
現
在
の
よ
う
な

中
国
の
状
態
で
は
、
決
し
て
世
界
の
大

1
8
2
3
年
か
ら
変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ

カ
の
覇
権
主
義
体
質

1
9
9
2
年
の
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
述

べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と

い
う
国
は
自
国
に
対
抗
で
き
る
国
が
出

現
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
国
で
す
。「
自

国
に
対
抗
す
る
能
力
を
持
つ
国
は
、
全

て
潰
し
た
い
」（
そ
れ
が
無
理
な
場
合
は
、

弱
体
化
し
た
い
）と
考
え
る
国
な
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
1
8
2
3
年
、
モ
ン

ロ
ー
主
義
を
宣
言
し
、西
半
球（
北
米
・

南
米
）
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
介
入
す

る
こ
と
を
排
除
す
る
外
交
政
策
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は

1
9
9
1
年
に
東
西
冷
戦
構
造
が
崩
壊

す
る
と
、「
世
界
一
極
化
」
覇
権
主
義

を
実
行
し
始
め
た
の
で
す
。

実
は
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対

し
て
も
、
日
清
・
日
露
両
戦
争
に
勝
っ

た
の
を
見
て
、
周
到
な
戦
争
計
画
を
立

案
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

の
翌
年
1
9
0
6
年
に
、
早
く
も
「
オ

レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
と
い
う
具
体
的
な

対
日
戦
争
案
を
設
定
し
始
め
た
の
で

す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
累
次
に
わ
た
っ
て

改
定
さ
れ
、
1
9
4
1
年
に
開
始
さ
れ

た
日
米
戦
争
に
お
い
て
、「
オ
レ
ン
ジ
・

国
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
は

西
側
の
資
本
・
技
術
・
経
済
政
策
を
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
判
断
し
ま

し
た
。

そ
し
て
1
9
7
9
年
か
ら
、
中
国

経
済
の
改
革
開
放
路
線
が
始
ま
り
ま

す
。
1
9
8
0
年
以
降
の
中
国
は
過
去

2
5
0
0
年
間
の
世
界
史
上
、
最
高
の

ス
ピ
ー
ド
で
経
済
成
長
を
始
め
ま
し
た
。

1
9
9
1
年
以
降
の
軍
事
力
増
強

（
3
回
目
の
戦
略
転
換
）

1
9
8
9
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
壊

さ
れ
、
1
9
9
1
年
ソ
連
が
崩
壊
し
ま

し
た
。「
ア
メ
リ
カ
を
利
用
し
て
ソ
連

を
潰
す
」
と
い
う
中
国
の
戦
略
は
成
功

し
ま
し
た
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
湾
岸
戦
争
を

始
め
ま
す
（
1
9
9
0
年
8
月
～

1
9
9
1
年
2
月
）。
こ
の
時
点
か
ら

中
国
に
と
っ
て
、
最
も
危
険
な
敵
国
は

ア
メ
リ
カ
と
な
っ
た
の
で
す
。
中
国
は

経
済
面
に
お
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
政
策
を
維
持
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
技

術
と
資
本
を
利
用
し
続
け
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
中
国
は
、
米
軍
に
将

来
対
抗
す
る
た
め
の
軍
事
力
を
強
化
し

始
め
ま
し
た
。
大
量
の
中
距
離
精
密
誘

プ
ラ
ン
」
に
想
定
さ
れ
た
通
り
の
戦
争

が
実
行
さ
れ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
計
画
の
特
徴
は
、

「
ア
メ
リ
カ
自
身
が
開
戦
を
望
ん
だ
」

と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
自
ら
は
真
正
面
か
ら
開
戦
せ
ず
、

敵
性
国
を
着
々
と
追
い
詰
め
て
い
っ

て
、
そ
の
敵
性
国
が
反
撃
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
態
に
追
い
込
ん
で
い
く
、

と
い
う
狡
知
と
計
略
に
長
け
て
い
る

こ
と
で
す
。

1
8
4
6
年
の
米
墨
（
メ
キ
シ
コ
）

戦
争
、
1
8
9
8
年
の
米
西
（
ス
ペ
イ

ン
）戦
争
、
1
9
4
1
年
の
日
米
戦
争
、

2
0
2
2
年
に
開
始
さ
れ
た
（
ウ
ク
ラ

イ
ナ
兵
を
利
用
し
た
）米
露
戦
争
等
々
、

こ
の
「
着
々
と
敵
性
国
を
対
米
戦
争
に

追
い
つ
め
て
い
く
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン

は
現
在
ま
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最

近
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
か
拡
大

B
R
I
C
S
と
か
呼
ば
れ
る
諸
国
で
、

顕
著
な
嫌
米
感
情
が
高
ま
っ
て
き
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
政

策
に
対
し
て
、
人
口
と
実
質
経
済
規
模

に
お
い
て
世
界
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
多

数
派
）
と
な
っ
た
諸
国
が
反
発
し
て
い

る
こ
と
の
表
わ
れ
で
す
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人左：毛沢東　右：鄧小平

を
利
用
し
て
ロ
シ
ア
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
よ
う
と
し
た
今
回
の
戦
争
は
、
長
期

的
な
ア
メ
リ
カ
の
国
益
に
と
っ
て
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
を
二
度
も
当

選
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
の
庶
民
た
ち
は
、

「
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
世
界
制
覇
プ
ラ
ン
」

に
愛
想
を
つ
か
し
て
い
ま
す
。
貧
富
の

格
差
が
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
に
拡
大
し

て
し
ま
っ
た
現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
、
自

国
の
庶
民
層
の
生
活
の
安
定
を
優
先
す

べ
き
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

33　　経済月報 2025.11 経済月報 2025.11　　32

この人に聞くこの人に聞く



導
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
、
自
国
の

沿
岸
領
域
に
お
い
て
米
海
軍
の
「
接
近

阻
止
・
領
域
拒
否
」
を
目
的
と
す
る
軍

事
政
策
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
１
列
島

線
内
に
米
海
軍
を
侵
入
さ
せ
な
い
（
接

近
阻
止
）、
一
旦
侵
入
を
許
し
て
も
領

域
内
で
活
動
す
る
能
力
を
奪
う
（
領
域

拒
否
）
と
い
う
戦
略
で
す
。
中
国
は
、

米
海
軍
に
強
烈
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

能
力
を
持
つ
移
動
式
の
精
密
誘
導
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に
配
備
し
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
と
西
太
平
洋
に
お
い
て
中
国

が
米
軍
に
対
し
て
使
え
る
高
性
能
ミ
サ

イ
ル
は
、
米
軍
の
7
倍
に
な
り
ま
し
た
。

米
海
軍
の
空
母
艦
隊
、
そ
し
て
沖
縄
と

グ
ア
ム
の
米
軍
基
地
は
、
中
国
の
巨
大

な
ミ
サ
イ
ル
戦
力
に
怯
え
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
同
時
に
中
国
は
約
80
隻
の

旧
型
潜
水
艦
を
、
約
20
年
か
け
て
全
て

新
型
に
替
え
ま
し
た
。
中
国
が
即
座
に

使
用
で
き
る
海
中
機
雷
の
数
も
世
界
一

に
な
り
ま
し
た
。
中
国
人
の
賢
い
と
こ

ろ
は
、
こ
の
よ
う
に
タ
フ
な
国
防
戦
略

を
実
行
し
な
が
ら
も
、
遠
洋
の
米
海
軍

に
対
す
る
攻
撃
力
を
持
つ
中
国
の
航
空

母
艦
や
大
型
巡
洋
艦
を
建
造
す
る
の
を

避
け
た
こ
と
で
す
。
中
国
は
核
軍
拡
も

避
け
ま
し
た
。「
我
々
は
西
太
平
洋
・

沖
縄
・
グ
ア
ム
の
米
軍
に
対
す
る
反
撃

能
力
を
持
つ
。
し
か
し
米
軍
と
真
正
面

か
ら
対
決
す
る
意
図
は
な
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
グ
レ
ー
ト
パ
ワ
ー

（
領
域
大
国
）を
目
指
す

（
4
回
目
の
戦
略
転
換
）

2
0
0
8
年
に
世
界
金
融
大
恐
慌
が

起
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ

と
中
国
の
総
合
国
力
は
か
な
り
近
づ
い

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
中
国
は
4
回
目
の

グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
転
換
を
行

い
ま
し
た
。「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
グ
レ
ー

ト
パ
ワ
ー
を
目
指
す
」
と
い
う
国
家
目

標
を
掲
げ
た
の
で
す
。
外
務
省
の
ア
ジ

ア
担
当
官
だ
っ
た
王
毅
を
外
務
大
臣
に

抜
擢
し
て
、周
辺
外
交
を
始
め
ま
し
た
。

中
国
の
周
辺
国
を
、
中
国
に
友
好
的
な

領
域
に
変
え
て
い
く
戦
略
で
す
。「
中

国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ゲ
モ
ン
（
世
界

的
な
覇
権
国
）
に
な
る
」
と
は
、
ま
だ

明
言
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
中
国
首
脳

部
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
勢
力
圏
を

確
立
す
る
意
欲
を
明
示
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
9
9
1
～

2
0
0
8
年
の
中
国
が
避
け
て
き
た

意
思
表
示
で
す
。

オ
バ
マ
の「
ア
ジ
ア
回
帰
」（
A
sia 

Pivot）

の
失
敗

2
0
1
1
年
末
か
ら
オ
バ
マ
大
統
領

は
、「
ア
ジ
ア
回
帰
」
と
い
う
外
交
政

策
を
主
張
し
ま
す
。「
米
軍
は
欧
州
・

中
東
か
ら
ア
ジ
ア
に
戦
力
を
シ
フ
ト
し

て
、
ア
ジ
ア
重
視
の
軍
事
政
策
を
実
行

す
る
」
と
い
う
方
針
で
す
。

し
か
し
彼
は
こ
れ
を
実
行
し
な
か
っ

た
。
オ
バ
マ
自
身
が
、
口
先
だ
け
で
立

派
な
こ
と
を
言
っ
て
見
せ
る
ナ
ル
シ
シ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
屋
で
あ
っ
た
こ
と

も
原
因
で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
政
界
・
財
界
・
言
論
界
に

対
す
る
中
国
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た

の
で
す
。

1
9
8
0
年
代
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト

リ
ー
ト
の
金
融
業
者
た
ち
は
、
中
国
で

巨
額
の
利
益
を
得
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

は
ア
メ
リ
カ
が
中
国
と
敵
対
す
る
こ
と

を
望
み
ま
せ
ん
。
米
投
資
銀
行
と
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
業
者
は
民
主
・
共
和
両
党

と
有
力
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
、
毎
年
、
巨

額
の
資
金
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
も
シ
ン
ク
タ

ン
ク
も
大
手
マ
ス
コ
ミ
も
、
中
国
を
敵

視
す
る
発
言
と
行
動
を
自
主
規
制
し
て

き
ま
し
た
。
中
国
の
大
規
模
か
つ
巧
妙

な
対
米
工
作
に
よ
っ
て
、オ
バ
マ
は「
米

軍
の
ア
ジ
ア
回
帰
」
を
実
行
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

世
界
最
強
帝
国
を
目
指
す
習
近
平
体
制

（
5
回
目
の
戦
略
転
換
）

2
0
1
6
年
の
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ

ン
プ
が
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
に
勝

利
し
、
2
0
1
7
年
か
ら
第
一
次
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当

時
の
ト
ラ
ン
プ
は
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー

と
の
関
係
が
弱
く
、
彼
は
露
骨
な
中
国

批
判
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
期
か
ら

C
I
A
・
国
務
省
・
ペ
ン
タ
ゴ
ン
も
、「
中

国
は
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
敵

性
国
だ
」
と
明
言
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
一
方
で
習
近
平
も
、
世
界
一
の

軍
事
大
国
に
な
る
野
心
を
隠
さ
な
く
な

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
た
め

に
は
通
常
戦
力
だ
け
で
は
足
り
な
い
と

し
て
、
核
戦
力
の
増
強
も
始
め
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
抑
制
的
だ
っ
た
航
空

母
艦
の
建
造
も
積
極
化
し
ま
す
。
中
国

は
現
在
3
隻
の
航
空
母
艦
を
保
有
し
て

お
り
、
4
隻
目
を
建
造
中
で
す
。
将
来

的
に
は
6
空
母
艦
隊
体
制
を
目
指
す
だ

ろ
う
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
母
艦

隊
は
自
国
の
戦
力
を
遠
く
離
れ
た
場
所

で
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
Pow
er 

projection 

capability）。
超
大
国

と
な
っ
た
中
国
は
現
在
、
太
平
洋
・
イ

ン
ド
洋
・
中
近
東
で
も
自
国
の
軍
事
的

威
嚇
力
を
行
使
で
き
る
新
し
い
国
際
体

制
を
創
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

購
買
力
平
価
で
測
っ
た
米
中
の
国
力
差

2
0
1
6
年
に
購
買
力
平
価
で
測
っ

た
経
済
規
模
で
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
を

凌
駕
し
ま
し
た
。
I

M
F
に
よ
る
と
、

2
0
2
5
年
の
購
買
力
ベ
ー
ス
の
経
済

規
模
は
中
国
が
約
41
兆
ド
ル
で
、
ア
メ

リ
カ
の
約
31
兆
ド
ル
を
3
割
以
上
も
上

回
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
な
ど
に
よ
れ
ば
、
国
家

の
基
礎
的
な
戦
争
遂
行
能
力
は
、
為
替

レ
ー
ト
で
測
っ
た
名
目
経
済
規
模
で
は

な
く
、
購
買
力
で
測
っ
た
実
質
経
済
規

模
で
計
る
こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

実
際
の
財
と
サ
ー
ビ
ス
を
ど
れ
く
ら
い

生
産
し
消
費
し
て
い
る
か
が
、
真
の
戦

争
能
力
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。

工
業
生
産
力
で
比
較
す
る
と
、
中
国

に
は
ア
メ
リ
カ
の
2
倍
以
上
の
能
力
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
中
国
の
武
器
弾
薬

の
基
本
的
な
製
造
力
は
、
潜
在
的
に
2

倍
な
の
で
す
。
民
主
・
共
和
両
党
の
中

国
軍
事
政
策
専
門
家
た
ち
は
、「
軍
事

力
の
増
強
力
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は

も
う
中
国
に
か
な
わ
な
い
」
と
表
明
し

て
い
ま
す
。

非
対
称
的
な
チ
ャ
イ
ナ
対
抗
策

米
政
府
は
本
音
レ
ベ
ル
で
は
、「
も

う
中
国
と
戦
争
で
き
な
い
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
バ
イ
デ
ン
前
大
統
領
は

「
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
を
守
る
た
め
に
戦

う
用
意
が
あ
る
」
と
何
度
か
言
明
し

ま
し
た
が
、
あ
れ
は
ブ
ラ
ッ
フ
（
は
っ

た
り
）
で
し
た
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
可
能
な
こ
と
は
、
真
正
面

か
ら
対
中
戦
争
す
る
の
を
避
け
て
、「
非

対
称
的
な
対
抗
策
（
asym
m
etrical 

counterm
easures）」
を
採
用
す
る

こ
と
で
す
。
西
欧
・
日
本
・
韓
国
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
等
と
連
携
し

て
超
大
国
・
中
国
を
牽
制
す
る
、経
済
・

技
術
政
策
で
中
国
の
成
長
を
妨
害
す

る
策
を
実
行
す
る
、
と
い
っ
た
方
策

で
す
。

過
去
5
回
に
わ
た
る
鮮
や
か
な
戦
略

転
換
に
よ
っ
て
、
中
国
は
こ
こ
ま
で
超

大
国
化
し
ま
し
た
。「
中
国
の
方
が
一

枚
上
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
の
は
そ
の
意

味
で
す
。
本
稿
で
解
説
し
た
、
①
過
去

五
世
紀
の
勢
力
均
衡
外
交
の
歴
史
、
②

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
覇
権
主
義
体

質
、
③
中
国
の
鋭
利
で
狡
猾
で
豪
胆
な

グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
、
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
国
際
政
治
を
分
析
し
な

け
れ
ば
、
日
本
の
将
来
は
危
う
い
と
思

い
ま
す
。

購買力平価で測ったGDP：アメリカと中国の比較

（出典：IMFのデータを基におかしん総研にて作成）

アメリカ 中国
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最近の経済動向

祖父江ぎんなんパーク（稲沢市）
イチョウは、約3億年前からある世界最古の現生樹種の一つ。雌木と雄木があり実がなるのは雌木だけ。愛知県は全国1位のぎんなんの出荷量を誇る。

▽個人消費

百貨店販売額
（百万円）

スーパー販売額
（百万円）

コンビニ販売額
（百万円）

新車販売
（台数）前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％

24/7-9月 103,983 3.5 258,946 2.4 195,409 0.5 77,151 ▲1.8
10-12月 128,417 2.1 272,992 1.5 192,459 2.3 73,977 ▲4.2
25/1-3月 115,401 1.4 258,340 2.8 181,609 2.2 82,781 10.1
4-6月 107,025 ▲2.8 259,458 3.9 191,516 2.9 69,336 8.7
25/5月 35,591 ▲2.7 87,316 5.0 64,579 3.2 21,974 8.0
6月 37,037 ▲5.9 86,978 2.3 64,295 2.9 26,271 8.9
7月 38,627 ▲1.4 88,897 3.1 68,308 1.8 26,067 ▲1.3
8月 33,571 7.7 93,349 1.4 67,393 2.0 19,959 ▲4.9

（出所）経済産業省・中部経済産業局・（社）日本自動車販売協会連合会愛知県支部・（社）全国軽自動車協会連合会・国土交通省

▽貿易（前年同期（月）比％） ▽設備投資額（東海3県合計）

輸出額 輸入額 前年度比％
24/7-9月 0.0 7.7 21年度 ▲0.7
10-12月 ▲0.5 ▲2.5 22年度 5.8
25/1-3月 5.5 11.1 23年度 6.2
4-6月 ▲0.9 ▲1.5 24年度 7.1
25/5月 ▲1.4 ▲1.1 25年度計画 9.7
6月 ▲2.1 1.9 (出所）�日本銀行名古屋支店 ソフトウェアを含む

設備投資額（除く土地投資額）7月 ▲5.5 ▲6.5
8月 ▲5.7 ▲6.6

（出所）�名古屋税関（愛知・岐阜・三重・静岡・長野の5県の官署で申告された
輸出入貨物金額）

▽住宅投資・公共投資・生産・雇用（愛知県）・物価（名古屋市）（前年同期（月）比％）

新設住宅
着工戸数 公共投資金額 鉱工業生産指数

（原指数）
有効求人倍率
（倍）

消費者物価指数
（注）前年同期（月）比％

24/7-9月 14,274 ▲3.3 ▲0.4 ▲5.7 1.26 3.1
10-12月 13,689 ▲1.0 11.6 ▲3.2 1.27 3.1
25/1-3月 14,017 ▲5.2 26.6 4.5 1.29 3.5
4-6月 10,385 ▲22.3 30.0 0.9 1.32 3.6
25/5月 3,360 ▲12.1 76.3 ▲1.5 1.32 3.9
6月 4,236 ▲3.8 7.1 2.4 1.28 3.5
7月 4,835 ▲1.9 32.8 ▲2.5 1.27 3.2
8月 4,543 ▲6.7 38.4 N/A 1.26 3.8

（出所）国土交通省・東日本建設業保証（株）・愛知県県民生活部統計課・愛知労働局　　　　　　　　　　　　　（注）生鮮食料品を除く

【現　況】
輸出は輸送用機械を中心に前年水準を下回って推移しているほか、個人消費もインバウンド需要の落込み
等から弱含みの動きとなっている。当地景気は全体として足踏み状態が続いている。

【愛知県の主要経済指標】

（写真提供：稲沢市）

『経済月報』MONTHLY REPORT は
ホームページからもご覧いただけます。
URL https://www.okashin.co.jp/local/economy/index.html

『経済月報』に関する
「ご意見・ご感想」をお寄せください。

URL https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=qdph-ljrfpb-0d38371c297daf956d3d4deb2cfb59e9

編  

集 
 

後 
 

記

▼
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
19
世
紀
半

ば
の
ア
メ
リ
カ
西
部
。
金
鉱
掘
り
の
作
業

着
と
し
て
ジ
ー
ン
ズ
が
生
ま
れ
た
。
当
初

は
キ
ャ
ン
バ
ス
地
を
使
っ
た
生
成
り
色
の

パ
ン
ツ
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、イ
ン
デ
ィ
ゴ
・

ブ
ル
ー
で
染
め
ら
れ
、素
材
も
デ
ニ
ム
に

変
わ
っ
た
。

▼
世
界
中
に
普
及
し
た
ジ
ー
ン
ズ
の
最
大

の
魅
力
の
一
つ
が
、あ
の
色
に
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
何
度
も
洗
濯
を
し
て
着

古
し
て
い
く
う
ち
に
風
合
い
も
増
し
て
い

く
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
物
が
新
品
よ
り
も
高

値
で
取
引
さ
れ
る
普
段
着
は
滅
多
に
な
い
。

▼
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
ブ
ル
ー
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ

ル
ー
。
藍
に
由
来
す
る
染
め
物
の
傑
作
は

今
後
も
長
く
愛
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

当金庫は
地元産業の発展と

社会の繁栄に
真心をもって奉仕する

基　本　方　針

この街が好き。
岡崎信用金庫は、

お客さまから愛され、信頼される
金融機関として、地域とともに

歩み続けます。
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